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表紙のことば
世界に比類なき四季の美しさをもつわが国。中でも銀世界に包まれた冬景
色は圧巻です。
しかし近年においては、地球温暖化や生態系の乱れなど、文明に名を借り
た人間のエゴによって自然環境が破壊されつつあります。その結果、日本
の伝統美学であり、雅の自然観であった｢雪月花｣や｢花鳥風月｣も、死語に
なりつつあると思うと、実に悲しいものがあります。
国政や地域行政による環境ビジョンはもちろんのこと、一人ひとりが一段
と環境意識を高め、アクションを起こしていくことが何よりも大切なので
はないでしょうか。



家
計
の
支
出
で
、
何
を
負
担
に
感
じ
て

い
る
か
を
聞
い
た
。

第
1
位
は
「
公
共
料
金
・
社
会
保
険
・

税
金
」（
64
・
3
％
）。
第
2
位
「
住
宅
ロ

ー
ン
」（
39
・
5
％
）、
第
3
位
「
教
育
」

（
34
・
8
％
）
と
続
く
。

世
代
別
に
見
る
と
、
40
歳
代
を
除
く
す

べ
て
の
世
代
で
「
公
共
料
金
・
社
会
保

険
・
税
金
」
の
家
計
の
自
由
に
な
ら
な
い

非
消
費
支
出
が
ト
ッ
プ
を
占
め
た
。「
40

歳
代
」
だ
け
は
「
教
育
」
が
ト
ッ
プ
。
一

方
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
見
合
っ
た
支
出

の
特
徴
と
し
て
、
「
20
歳
代
以
下
」
は

「
食
費
」「
娯
楽
・
旅
行
・
教
養
」、「
30
歳

代
」
は
「
住
宅
ロ
ー
ン
」
の
負
担
が
大
き

い
。「
40
歳
代
」
で
は
「
教
育
」
と
「
住

宅
ロ
ー
ン
」
の
負
担
が
全
世
代
の
中
で
最

も
大
き
く
な
る
。「
50
歳
代
」
で
は
、「
住

宅
ロ
ー
ン
」「
教
育
」
の
負
担
が
依
然
と

し
て
大
き
い
。「
60
歳
代
以
上
」
で
は
、

こ
れ
ら
の
負
担
が
一
段
落
し
て
、
「
医

療
・
介
護
」「
食
費
」「
娯
楽
・
旅
行
・
教

養
」
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。

世
帯
収
入
別
の
特
徴
は
、
「
公
共
料

金
・
社
会
保
険
・
税
金
」
の
負
担
感
が
す

べ
て
の
層
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
そ
の
次

に
負
担
に
感
じ
る
も
の
は
、「
4
0
0
万

円
未
満
」「
4
0
0
万
円
〜
7
0
0
万
円
」

の
層
は
「
食
費
」、「
7
0
0
万
円
〜
1
0

0
0
万
円
」
の
層
は
「
教
育
」、「
1
0
0

0
万
円
以
上
」
で
は
「
住
宅
ロ
ー
ン
」
と

な
っ
た
。

2

社会広聴会員アンケート
「家計と景気に関するアンケート」の概要

1

アンケート
分　析

■　調査の概要
（1）調査名称：「家計と景気」に関するアンケート
（2）調査対象：（財）経済広報センターに登録している社会広聴会員　4,949名
（3）調査方法：郵送またはインターネットによる回答選択方式および自由記述方式
（4）調査期間：2002年9月20日～10月4日
（5）有効回答：3,696名（有効回答率74.7％）

男性 
38%

女性 
62%

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
は
、
広
く

社
会
の
声
を
聴
く
た
め
、
全
国
の
社

会
広
聴
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
（
4,

9
4
9
名
）
を
対
象
に
、
毎
年
数

回
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
関
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

今
回
は
、
2
0
0
1
年
7
月
に

引
き
続
き
「
家
計
と
景
気
」
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
9
月

20
日
か
ら
10
月
4
日
に
か
け
て
実

施
し
た
。
有
効
回
答
者
数
は
3,
6

9
6
名
、
有
効
回
答
率
は
7
4
・

7
％
と
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
・
世
帯
収
入

ご
と
に
、
負
担
に
感
じ
る
支
出
や

欲
し
い
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
と
、
家

計
消
費
の
動
向
に
つ
い
て
聞
い

た
。
ま
た
、
景
気
を
ど
う
感
じ
て

い
る
の
か
、
い
つ
に
な
れ
ば
景
気

が
回
復
す
る
の
か
な
ど
の
、
景
気

の
実
態
に
つ
い
て
も
聞
い
た
。

回
答
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

「
景
気
が
悪
い
」
と
約
9
割
の
人

が
感
じ
、
そ
の
理
由
は
「
40
歳
代

以
下
」
は
「
給
料
が
あ
が
ら
な
い
」、

「
50
歳
代
以
上
」
は
「
低
金
利
に

よ
り
、
金
利
収
入
が
増
え
な
い
」

と
な
っ
た
。
景
気
回
復
対
策
に
つ

い
て
は
、
約
8
割
の
人
が
「
構
造

改
革
に
よ
り
税
金
の
使
い
道
を
見

直
し
、
国
の
借
金
を
減
ら
す
べ
き
」

と
思
っ
て
い
る
が
、
景
気
が
回
復

す
る
時
期
に
つ
い
て
は
半
数
以
上

の
人
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答

し
、
景
気
回
復
の
糸
口
が
ま
だ
見

え
て
い
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
こ

う
し
た
景
況
感
の
中
、「
公
共
料

金
・
社
会
保
険
・
税
金
」
の
支
出

に
負
担
を
感
じ
つ
つ
、
欲
し
い
モ

ノ
・
サ
ー
ビ
ス
は
「
30
歳
代
以
下
」

の
若
年
齢
層
は
「
住
宅
」、「
40
歳

代
以
上
」
の
中
高
年
齢
・
熟
年
齢

層
は
「
海
外
旅
行
」
と
な
っ
た
。

20歳代以下 
5%

60歳代以上 
25%

30歳代 
23%

40歳代 
27%

50歳代 
20%

公務員 
3%

自由・自営業　6%パートタイム・アルバイト　14%

学生 
1%

その他 
5%

会社員など 
36%

専業主婦 
24%

無職 
11%

無回答 
1%

1000万円以上 
24%

400万円以上 
700万円未満 
32%

700万円以上 
1000万円未満 

28%

400万円未満 
15%

最
も
負
担
感
の
あ
る
支
出

1

0% 20% 40% 60% 80%10% 30% 50% 70%

公共料金、社会保険、税金 

住宅ローン 

教育 

食費 

医療・介護 

娯楽・旅行・教養 

通信費（電話、インターネットなど） 

家賃 

（3つまで複数回答） 
 

64.3%

39.5%

34.8%

33.0%

23.4%

21.5%

18.3%

13.8%

表1：性別

表2：世代別

表3：職業別

表4：世帯収入別
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表5：最も負担感のある支出（全体）

公共料金  
社会保険  
税金 
公共料金  
社会保険  
税金 

公共料金  
社会保険  
税金 

教育 

公共料金  
社会保険  
税金 

全体 

２０歳代 
以下 

３０歳代 

40歳代 

50歳代 

住宅 
ローン 

食費 

住宅 
ローン 

公共料金  
社会保険  
税金 

住宅 
ローン 

教育 

娯楽・ 
旅行・  
教養 

食費 

住宅 
ローン 

教育 

食費 

家賃 

教育 

食費 

通信費 

医療・ 
介護 

1位 2位 3位 4位 5位 

通信費 

家賃 

通信費 

食費 

64.3%

48.4%

59.5%

65.0%

69.1%

75.2%

39.5%

46.2％ 

42.3％ 

57.9％ 

39.7％ 

34.8％ 

35.5％ 

35.1％ 

50.2％ 

38.9％ 

33.0％ 

29.0％ 

31.2％ 

32.2％ 

24.4％ 

23.4％ 

25.8％ 

24.0％ 

16.2％ 

24.3％ 

公共料金  
社会保険  
税金 

60歳代 
以上 

医療・ 
介護 

食費 娯楽・ 
旅行・  
教養 

住宅 
ローン 

45.4％ 36.0％ 33.7％ 29.0％ 

公共料金  
社会保険  
税金 
公共料金  
社会保険  
税金 

公共料金  
社会保険  
税金 

公共料金  
社会保険  
税金 

公共料金  
社会保険  
税金 

全体 

400万円 
未満 

400万円以上 
７00万円未満 

700万円以上 
1000万円未満 

1000万円 
以上 

住宅 
ローン 

食費 

食費 

教育 

住宅 
ローン 

教育 

医療・ 
介護 

住宅 
ローン 

住宅 
ローン 

教育 

食費 

娯楽・ 
旅行・  
教養 

医療・ 
介護 

食費 

食費 

医療・ 
介護 

1位 2位 3位 4位 5位 

住宅 
ローン 

教育 

通信費 

娯楽・ 
旅行・  
教養 

64.3%

68.1%

66.6%

60.0%

54.3%

39.5%

40.8%

38.3%

47.5%

39.8%

34.8％ 

37.3%

35.7%

46.9%

39.3%

33.0％ 

26.7%

26.7%

31.9%

19.3%

23.4％ 

22.1%

24.7%

19.5%

16.0%

（3つまで複数回答） 

（3つまで複数回答） 

表5-1：最も負担感のある支出（世代別）

表5-2：最も負担感のある支出（世帯収入別）

│
公
共
料
金
・
社
会
保
険
・
税
金
が
第
1
位
│

│
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
見
合
っ
た
支
出
が
判
明
│



景
気
が
悪
い
と
感
じ
る
理
由
は
、「
低

金
利
に
よ
り
、
金
利
収
入
が
増
え
な
い
」

（
60
・
4
％
）、「
給
料
が
上
が
ら
な
い
」

（
51
・
3
％
）
が
半
数
を
超
え
た
。
さ
ら

に
、
第
3
位
「
自
分
ま
た
は
周
辺
で
リ
ス

ト
ラ
に
あ
っ
た
人
が
い
る
」（
43
・
0
％
）、

第
4
位
「
自
分
ま
た
は
周
辺
の
企
業
が
倒

産
し
た
」（
31
・
0
％
）
と
続
き
、
雇
用

の
問
題
が
身
近
で
不
安
を
感
じ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

世
代
別
で
見
る
と
、「
20
歳
代
以
下
」

「
30
歳
代
」「
40
歳
代
」
ま
で
は
「
給
料
が

上
が
ら
な
い
」
が
第
1
位
と
な
っ
た
。

「
50
歳
代
」「
60
歳
代
以
上
」
で
は
、
金
融

資
産
か
ら
の
収
入
の
占
め
る
割
合
が
相
対

的
に
高
く
な
る
た
め
、「
金
融
資
産
か
ら

の
収
入
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
」
と
い
う
回

答
が
多
く
な
っ
た
。

景
気
の
悪
さ
に
対
し
て
、
ど
う
乗
り
切

っ
て
い
る
か
を
聞
い
た
。

第
1
位
は
「
節
約
し
て
、
消
費
を
量
の

面
で
抑
え
て
い
る
」
で
62
・
4
％
。
以
下
、

「
節
約
し
て
、
消
費
を
単
価
の
面
で
抑
え

て
い
る
」（
59
・
8
％
）、「
住
宅
や
自
動

車
の
購
入
な
ど
の
大
き
な
支
出
を
控
え
て

い
る
」（
40
・
2
%
）
と
、
景
気
の
悪
さ

が
消
費
低
迷
に
直
結
し
た
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

第
4
位
の
「
預
貯
金
を
取
り
崩
し
て
、

所
得
の
減
少
を
補
っ
て
い
る
」
は
、
世
代

が
上
が
る
ご
と
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
特

に
「
60
歳
代
以
上
」
で
39
・
6
％
を
占
め

た
。本

格
的
な
景
気
回
復
に
向
け
て
、
国
が

優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
に
つ
い
て

聞
い
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
構
造
改
革
」「
民
主

導
」「
社
会
保
障
充
実
」「
税
制
見
直
し
」

「
不
良
債
権
処
理
」
と
、
ど
れ
も
現
在
、

国
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
の
焦
点
と

な
っ
て
い
る
も
の
が
続
い
た
。

ト
ッ
プ
は
「
構
造
改
革
に
よ
り
税
金
の

使
い
道
を
見
直
し
、
国
の
借
金
を
減
ら
す

な
ど
ム
ダ
を
な
く
す
」
で
、
77
・
9
％
と

約
8
割
に
も
の
ぼ
っ
た
。
次
い
で
、
第
2

位
は
「
官
僚
主
義
で
は
な
く
民
間
人
の
知

恵
を
導
入
し
た
経
済
政
策
を
立
案
す
る
」

（
60
・
5
％
）、
第
3
位
は
「
年
金
や
医
療

な
ど
の
社
会
保
障
政
策
を
充
実
さ
せ
、
先

行
き
の
不
安
を
解
消
す
る
」（
58
・
9
％
）

だ
っ
た
。

4

現
在
は
購
入
し
て
い
な
い
が
、
日
頃
か

ら
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
モ
ノ
・
サ
ー
ビ

ス
を
聞
い
た
。

第
1
位
は
「
海
外
旅
行
」（
37
・
1
％
）、

第
2
位
「
大
型
／
液
晶
テ
レ
ビ
」（
27
・

0
％
）、
第
3
位
「
住
宅
」（
24
・
0
％
）

と
続
く
。

世
代
別
で
見
る
と
、「
20
歳
代
以
下
」

は
「
住
宅
」「
車
」、「
30
歳
代
」
は
「
住

宅
」、「
40
歳
代
」
は
「
海
外
旅
行
」、「
50

歳
代
」
と
「
60
歳
代
」
は
「
海
外
旅
行
」

「
大
型
／
液
晶
テ
レ
ビ
」
が
高
く
な
る
。

世
帯
収
入
別
で
見
る
と
、
す
べ
て
の
層

で
第
1
位
の
「
海
外
旅
行
」
の
次
に
高
か

っ
た
回
答
は
、「
4
0
0
万
円
未
満
」
の

層
は
「
パ
ソ
コ
ン
」、「
4
0
0
万
円
〜
7

0
0
万
円
」
と
「
1
0
0
0
万
円
以
上
」

の
層
は
「
大
型
／
液
晶
テ
レ
ビ
」、「
7
0

0
万
円
〜
1
0
0
0
万
円
」
の
層
は
「
住

宅
」
と
な
っ
た
。

「
景
気
を
ど
う
感
じ
て
い
る
か
」
の
問

い
に
最
も
多
か
っ
た
回
答
は
「
悪
い
と
感

じ
る
」（
55
・
7
％
）。「
非
常
に
悪
い
と

感
じ
る
」（
35
・
6
％
）
と
回
答
し
た
人

と
合
わ
せ
て
、
91
・
3
％
の
人
が
「
景
気

が
悪
い
」
と
感
じ
て
い
る
。
前
回
に
比
べ

て
、
13
・
0
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
お
り
、
景

気
に
対
し
て
の
実
感
が
悪
化
し
て
い
る
。

「
そ
れ
ほ
ど
悪
い
と
感
じ
な
い
」
と
回

答
し
た
人
は
、
8
・
6
％
だ
っ
た
。

3

景
気
に
対
す
る
実
感

3

景
気
が
悪
い
と
感
じ
る
理
由

40% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

低金利により、金利収入が増えない 

給料が上がらない 

自分または周辺でリストラにあった人がいる 

自分または周辺の企業が倒産した 

自分の会社の業績がよくない 

株式の配当がよくない 

株式の売却益がよくない 

その他　 

（複数回答） 

60.4%

51.3%

43.0%

31.0%

28.8%

24.5%

19.6%

18.1%

景
気
の
悪
さ
に
ど
う
対
応
し
て
い
る
か

5

景
気
回
復
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と

6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

節約して、消費を 
量の面で抑えている 

（複数回答） 

62.4%
62.9%

58.1%
59.3%

65.8%

59.8%
56.5%
56.5%

40.2%
42.5%

38.3%
46.0%

43.9%
32.2%

26.9%
15.1%
17.4%

24.1%

14.3%
18.3%

15.5%
12.8%
13.8%
14.4%

10.6%
5.4%
7.5%
10.2%

13.8%
12.3%

29.1%
39.6%

60.1%
60.6%
62.6%

67.3%

全体 
20歳代以下 
30歳代 
40歳代 
50歳代 
60歳代以上 生命保険等を解約して、 

所得の減少を補っている 

特に何もしていない 

預貯金を取り崩して、 
所得の減少を補っている 

住宅や自動車の購入など 
大きな支出を控えている 

節約して、消費を 
単価の面で抑えている 

海外旅行 

住宅 

住宅 

海外旅行 

海外旅行 

全体 

２０歳代 
以下 

３０歳代 

40歳代 

50歳代 

大型/ 
液晶 
テレビ 
車 

海外旅行 

住宅 

大型/ 
液晶 
テレビ 

住宅 

海外旅行 

車 

大型/ 
液晶 
テレビ 

車 

車 

パソコン 

パソコン 

車 

住宅 

パソコン 

1位 2位 3位 4位 5位 

大型/ 
液晶 
テレビ 

大型/ 
液晶 
テレビ 

パソコン 

パソコン 

37.1%

36.0%

35.5%

34.7%

46.2%

42.4%

27.0%

32.3％ 

28.4％ 

26.5％ 

30.2％ 

24.0％ 

28.5％ 

23.9％ 

24.0％ 

23.7％ 

22.4％ 

26.3％ 

21.4％ 

23.7％ 

20.6％ 

22.1％ 

14.0％ 

19.0％ 

20.3％ 

17.8％ 

海外旅行 60歳代 
以上 

大型/ 
液晶 
テレビ 

パソコン 健康・ 
介護 
サービス 

車 38.0％ 27.3％ 26.9％ 16.5％ 

海外旅行 

海外旅行 

海外旅行 

海外旅行 

海外旅行 

全体 

400万円 
未満 

400万円以上 
７00万円未満 

700万円以上 
1000万円未満 

1000万円 
以上 

大型/ 
液晶 
テレビ 
パソコン 

大型/ 
液晶 
テレビ 

住宅 

大型/ 
液晶 
テレビ 

住宅 

大型/ 
液晶 
テレビ 

住宅 
 

大型/ 
液晶 
テレビ 

住宅 

車 

健康・ 
介護 
サービス 

パソコン 

車 

車 

パソコン 

1位 2位 3位 4位 5位 

車 

車 

パソコン 

パソコン 

37.1%

34.3%

38.2%

37.3%

36.7%

27.0%

31.7%

26.9%

25.9%

29.6%

24.0％ 

28.6%

24.8%

24.4%

23.3%

22.4％ 

23.0%

24.5%

24.2%

19.6%

22.1％ 

20.4%

23.7%

19.2%

16.5%

（3つまで複数回答） 

（3つまで複数回答） 

表7：景気に対する実感

表6-1：欲しいと思っているモノ・サービス（世代別）

表6-2：欲しいと思っているモノ・サービス（世帯収入別）

全体 

20歳代以下 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代以上 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に 
悪いと感じる 悪いと感じる 

それほど 
悪いと感じない 無回答 

35.6% 

29.6% 

32.2% 

36.6% 

41.2% 

34.4%

8.6% 

11.8% 

10.8% 

5.2% 

6.5% 

11.5%

8.6% 

11.8% 

10.8% 

5.2% 

6.5% 

11.5% 

 

0.1% 

0.0% 

0.1% 

0.0% 

0.1% 

0.3% 

 

55.7% 

58.6% 

56.9% 

58.2% 

52.1% 

53.8%

表8：景気が悪いと感じる理由（全体）

表9：景気の悪さにどう対応しているか

0% 10% 20% 30% 40% 50%

海外旅行 

大型/液晶テレビ 

住宅 

車 

パソコン 

DVD 

健康・介護サービス 

（3つまで複数回答） 

37.1%

27.0%

24.0%

22.4%

22.1%

14.2%

11.1%

表6：欲しいと思っているモノ・サービス（全体）

欲
し
い
と
思
っ
て
い
る

モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス

2

低金利により、  
金利収入が  
増えない 
給料が 
上がら ない 

給料が 
上がら ない 

給料が 
上がら ない 

低金利により、  
金利収入が  
増えない 

全体 

２０歳代 
以下 

３０歳代 

40歳代 

50歳代 

給料が 
上がら ない 

低金利により、  
金利収入が  
増えない 

低金利により、  
金利収入が  
増えない 

低金利により、  
金利収入が  
増えない 

給料が 
上がら ない 

自分または  
周辺の企業が  
倒産した 
自分の会社の  
業績がよくない 

自分の会社の  
業績がよくない 

自分の会社の  
業績がよくない 

自分または  
周辺の企業が  
倒産した 

自分の会社の  
業績がよくない 

1位 2位 3位 4位 5位 

自分または  
周辺の企業が  
倒産した 

自分または  
周辺の企業が  
倒産した 

自分または  
周辺の企業が  
倒産した 

自分の会社の  
業績がよくない 

60.4%

65.1%

64.9%

68.4%

59.6%

75.0%

51.3%

46.2％ 

51.8％ 

57.9％ 

55.7％ 

43.0％ 

30.6％ 

37.1％ 

46.5％ 

53.8％ 

31.0％ 

30.1％ 

36.4％ 

34.4％ 

37.2％ 

28.8％ 

24.7％ 

26.7％ 

31.3％ 

33.4％ 

低金利により、  
金利収入が  
増えない 

60歳代 
以上 

株式の 
配当が 
よくない 

株式の 
売却益  
がよくない 

自分または  
周辺の企業が  
倒産した 

39.8％ 38.3％ 32.2％ 31.2％ 

（複数回答） 
 

自分または周辺
でリストラにあ
った人がいる 
自分または周辺
でリストラにあ
った人がいる 

自分または周辺
でリストラにあ
った人がいる 

自分または周辺
でリストラにあ
った人がいる 

自分または周辺
でリストラにあ
った人がいる 

自分または周辺
でリストラにあ
った人がいる 

│
若
年
齢
層
は
「
住
宅
」、
中
高
年
齢
・

熟
年
齢
層
は
「
海
外
旅
行
」
│

│
約
9
割
が
悪
い
と
感
じ
る
。

前
回
よ
り
悪
化
│

│
40
歳
代
以
下
で
は

「
給
料
が
上
が
ら
な
い
」
│

│
「
節
約
し
て
、
消
費
を
量
の

面
で
抑
え
て
い
る
」
が
第
1
位
│

│
約
8
割
が
「
構
造
改
革
に
よ
り
税
金
の
使
い
道
を

見
直
し
、
国
の
借
金
を
減
ら
す
」
と
回
答
│

表8-1：景気が悪いと感じる理由（世代別）
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先
日
、
映
画
の
宣
伝
担
当
の
責
任
者
と

話
を
し
た
時
、「
映
画
館
の
席
が
ど
こ
か

ら
埋
ま
っ
て
い
く
と
思
う
か
」
と
い
う
質

問
を
受
け
ま
し
た
。当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

ス
ク
リ
ー
ン
が
見
や
す
い
席
か
ら
埋
ま
っ

て
い
く
と
答
え
た
の
で
す
が
、
実
際
に
は

非
常
口
に
近
い
席
か
ら
埋
ま
っ
て
い
く
の

だ
そ
う
で
す
。
理
由
は
高
齢
化
社
会
の
進

展
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
映
画
の
上
映
時

間
は
だ
い
た
い
1
時
間
40
分
か
ら
2
時
間

20
分
の
平
均
2
時
間
な
の
で
す
が
、
50
歳

以
上
の
人
は
途
中
で
、
ど
う
し
て
も
ト
イ

レ
に
行
き
た
く
な
っ
て
し
ま
う
。だ
か
ら
、

ト
イ
レ
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
席
が
埋
ま
っ

て
い
く
の
で
す
。こ
れ
は
時
代
と
と
も
に
、

昔
は
常
識
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
象
徴
的
に
表
し
て

い
る
事
例
で
す
。
将
来
は
2
時
間
の
映
画

の
中
に
、
途
中
5
分
間
の
休
憩
を
入
れ
る

時
代
が
く
る
と
思
い
ま
す
。

「
変
化
」
は
、
若
者
の
行
動
の
中
に
も

見
て
取
れ
ま
す
。
大
学
で
1,
0
0
0
名

の
学
生
を
相
手
に
、
90
分
の
授
業
を
受
け

持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
講
義
中
に
10
人

以
上
が
席
を
立
っ
て
ト
イ
レ
に
行
き
ま

す
。小
学
校
の
授
業
を
見
学
し
に
行
く
と
、

子
供
が
教
室
中
を
歩
き
回
っ
て
い
る
光
景

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

数
年
、
成
人
式
で
若
者
が
騒
い
だ
り
、
暴

れ
た
り
し
ま
す
。
仙
台
市
で
は
、
あ
ま
り

の
騒
が
し
さ
に
講
演
し
て
い
た
大
学
教
授

5

識者と語る論談倶楽部

株式会社マガジンハウス　

クリエイティブルーム　チーフプロデューサー 島
しま

田
だ

始
はじめ

氏

12月13日、(株)マガジンハウスの島田始氏を招き、

「なぜ売れるのか、なぜ売れないのか」をテーマに、

第17回「識者と語る論談倶楽部」を開催した。

『an・an』や『Hanako』の編集を通して、消費の

トレンドを第一線で見続けてきた経験に基づき、消費の

世界で起きている変化や消費者の共感を得るための

ヒントなど、豊富な実例を交えながら講演された。

「なぜ売れるのか、
なぜ売れないのか」

しまだ　はじめ

1949年 東京生まれ
1973年 平凡出版（株）（現在の(株)マガジンハウス）入社

『an・an』（6年半）、『週刊平凡』（3年半）編集部を歴任
1987年 『Hanako』創刊
1992年 企画開発部新設とともに、

課長・企画開発プロデューサー就任
2002年 カスタム出版を担当するクリエイティブルームで

課長・チーフプロデューサー
【著　書】
■『ライターになる』（共著）
■『編集者になる』（共著）

小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い

～「自由記述」から～

景気回復について願わない人はいな
いが、市民レベルでは解決策がわか
らず、経費削減にばかり気持ちが向
かっている。政治には、経済政策の
全体ビジョンを国の内外に分かりや
すく示し、安心して消費できる環境
を整える努力を期待したい。

◆

右肩上がりの成長を求めるのではな
く、低成長の中でも幸せな生活を送
ることを望みたい。

◆

税金を支払う人を増やし、税金で食
べている（公務員）を減らしていく
ことが重要。

◆

民間の力を最大限に生かして活性化
してほしい。報道が過剰に不景気を
取り上げすぎ。民間と同じように、
公務員の雇用、給与、年金の見直し
をすべき。

◆

全般的に景況感は悪いが、ブランド
品の売れ行きや新しい丸の内ビルの
盛況を見ると、消費者が満足を感じ
る所にはお金はきちんと流れている。
消費を刺激できるように、企業活力
が高まるための後押し（税制、資金
供給、投資優遇など）が喫緊の課題。

◆

バブルの後遺症は未だに癒えていな
い。日本人の自尊心を取り戻すため
にも、経済対策だけでなく、新しい
価値観の創設が必要。

◆

年金に代表されるように、世代間の
不平等感が高まっていると思う。若
い世代は未来に希望を見出しにくい
のではないか。これでは、発展ひい
ては景気の回復は難しい。

◆

民間企業は生き残りのためにリスト
ラを繰り返しながらも、新製品開発
や新規顧客の開拓に渾身の力で取り
組んでいる。政府には、民間企業の
活性化の阻害となる規制を緩和する
ことと、特殊法人の改善を望む。

景
気
の
明
る
さ
が
見
え
て
く
る
時
期
を

聞
い
た
。

「
わ
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
が
半
数
以

上
を
占
め
、
第
2
位
「
3
年
後
以
上
」

（
23
・
5
％
）
と
合
わ
せ
て
、
多
く
の
人

が
景
気
の
回
復
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か

か
る
と
見
て
い
る
。

景
気
回
復
の
糸
口
が
見
え
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
設
問
⑥
で
挙
げ
た
景
気
回
復
策

が
徐
々
に
効
果
を
現
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。利

用
し
て
い
る
金
融
商
品
を
聞
い
た
。

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
普
通
預
金
（
国

内
銀
行
）
」
（
78
・
4
％
）
。
第
2
位
の

「
郵
便
貯
金
」
も
77
・
3
％
と
、
約
8
割

の
人
が
利
用
し
て
い
る
。
郵
便
局
だ
け
で

国
内
全
銀
行
と
ほ
ぼ
同
じ
利
用
率
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
存
在
の
大
き
さ
が
現
れ
た

結
果
と
な
っ
た
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
竹
下
寿
美
男
）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

普通預金（国内銀行） 

郵便貯金 

定期預金（国内銀行） 

養老保険・年金 

株式 

投資信託 

 

現金で保管 

国債 

（複数回答） （表13） 
利用している金融商品 

全体 78.4%

77.3%

66.5%

48.0%

39.6%

23.1%

16.6%

8.4%

6.3%

ドルや外貨建預金・国債などの 
外貨建資産 

利
用
し
て
い
る
金
融
商
品

8

景
気
回
復
の
時
期

7
無回答 
0.1%

その他 
2.4%

2003年 
3月頃 
4.4%

2002年 
12月頃 
0.6%

わからない 
52.9% 3年後以上 

23.5%

2年後 
9.5%

1年後 
6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

構造改革により税金の使い道を見直し、 
国の借金を減らすなどムダをなくす 

年金や医療などの社会保障政策を充実させ、 
先行きの不安を解消する 

不良債権処理を進め、 
金融機関の健全経営を促進させる 

官僚主義ではなく、民間人の知恵を 
導入した経済策を立案する 

消費を活性化するため、 
税制を見直す 

規制緩和を強力に進め、 
経済を活性化させる 

（複数回答） 
と 

77.9%

60.5%

58.9%

50.1%

42.2%

40.2%

表10：景気回復に向けて取り組むべきこと

表11：景気回復の時期

表12：利用している金融商品

│
半
数
以
上
が
わ
か
ら
な
い
│

│
普
通
預
金
（
国
内
銀
行
）
と

郵
便
貯
金
が
約
8
割
│
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て
し
ま
っ
た
。
売
れ
る
た
め
に
必
要
な
要

素
を
忘
れ
て
い
た
の
で
す
。
消
費
者
は
今

ま
で
「
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
」
な
ど
と
い
う

言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
説
明

書
を
読
も
う
に
も
、
辞
書
み
た
い
に
分
厚

く
、
専
門
用
語
だ
ら
け
で
誰
も
読
む
こ
と

が
で
き
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
や
り

た
い
と
思
っ
た
ら
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
の

や
っ
か
い
な
契
約
が
あ
っ
た
。
接
続
す
れ

ば
、
高
い
通
話
料
金
が
か
か
る
。
情
報
伝

達
の
ス
ピ
ー
ド
も
遅
く
て
、
全
然
快
適
で

は
な
い
。
パ
ソ
コ
ン
本
体
の
値
段
も
30
万

円
か
ら
50
万
円
も
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題

が
や
っ
と
解
決
さ
れ
た
の
は
、
1
9
9
9

年
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
は
女
性

に
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
個
人
消
費
の

8
割
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
る
女
性
た

ち
が
買
い
始
め
て
、
パ
ソ
コ
ン
が
情
報
ツ

ー
ル
の
主
役
に
な
る
可
能
性
が
で
て
き
た

の
で
す
。

女
性
に
買
っ
て
も
ら
う
に
は
、
彼
女
た

ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
知
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
最
高
の
技
術
水
準
を
誇
る
木

目
の
で
っ
か
い
テ
レ
ビ
を
作
っ
て
も
、
壁

が
白
い
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む

人
は
絶
対
に
買
い
ま
せ
ん
。
商
品
を
買
う

人
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
て
、
ど

ん
な
使
い
方
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

か
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
供
給
側
が

消
費
者
の
気
持
ち
を
勝
手
に
推
測
し
て
、

商
品
を
作
っ
て
も
ダ
メ
な
の
で
す
。
女
性

向
け
の
モ
ノ
を
作
る
の
な
ら
、
女
性
が
集

ま
る
喫
茶
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ

に
行
っ
て
、
ど
ん
な
お
茶
を
飲
ん
で
、
ど

ん
な
食
事
を
し
て
い
る
の
か
、
何
を
買
う

の
か
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
知
る
こ
と
が
基

本
で
す
。
彼
女
た
ち
は
ワ
ン
ル
ー
ム
・
マ

ン
シ
ョ
ン
に
住
み
、
気
に
入
っ
た
家
具
を

買
う
の
に
1
ヵ
月
も
か
け
る
。
そ
ん
な
人

た
ち
を
相
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

消
費
者
の
生
活
を
直
に
見
て
、
多
く
の
も

の
を
感
じ
取
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
高

い
技
術
力
を
使
っ
て
最
高
の
商
品
を
提
供

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

流
行
や
ト
レ
ン
ド
の
大
き
な
流
れ
、
ま

た
街
の
雰
囲
気
な
ど
に
影
響
さ
れ
る
業
種

を
環
境
適
応
業
種
と
い
い
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
業
は
み
な
環
境
適
応
業
種
に
含
ま
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
飲
食
業
界
で
イ
タ
リ
ア
ン

ブ
ー
ム
と
か
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
ブ
ー
ム
と
か

い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
微

妙
に
影
響
を
受
け
る
の
が
環
境
適
応
業
種

で
す
。
従
来
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
な
ど

だ
け
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
業
界
・
業

種
が
環
境
適
応
業
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
業
界
な
ど
も
環
境
適
応
業
種
に
当

て
は
ま
り
ま
す
。

環
境
適
応
業
種
に
な
っ
た
と
思
っ
た
瞬

間
に
企
業
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
時
代
を

見
る
こ
と
で
す
。そ
の
流
行
を
分
析
し
て
、

な
ぜ
流
行
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
ク
ラ
ウ
ン
の
ユ
ー
ザ

ー
向
け
に
『H

aR
uK
a

』
と
い
う
雑
誌
を

作
っ
て
い
ま
す
。
発
行
部
数
は
80
万
部
に

な
り
ま
す
。
私
は
そ
の
編
集
長
を
し
て
い

ま
す
。
な
ぜ
ト
ヨ
タ
が
こ
の
雑
誌
を
作
っ

て
い
る
か
と
い
う
と
、
ク
ラ
ウ
ン
の
ユ
ー

ザ
ー
に
有
益
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
情
報

を
伝
え
、
引
き
と
ど
め
て
お
く
た
め
と
、

販
売
促
進
を
は
か
る
た
め
で
す
。
こ
の
雑

誌
に
は
、
旅
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

50
代
以
上
の
方
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
し
て
き
て
、
目
が
肥
え
て
き
て
い
る

の
で
、手
を
抜
く
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
編
集
に
は
優
秀
な
ラ
イ

タ
ー
を
当
て
て
い
る
の
で
す
が
、
日
本
旅
館

の
紹
介
で
彼
ら
が
勧
め
る
の
は
2
万
5,

0
0
0
円
ク
ラ
ス
の
宿
で
す
。
こ
れ
は
世

の
中
の
ト
レ
ン
ド
を
把
握
し
て
い
て
、
間

違
い
で
は
な
い
。
し
か
し
ク
ラ
ウ
ン
み
た

い
な
高
級
車
に
乗
っ
て
い
る
50
代
、
60
代

の
男
性
が
誰
と
一
緒
に
温
泉
に
行
く
か
と

い
う
と
、
ト
レ
ン
ド
と
反
対
の
結
果
が
出

て
く
る
の
で
す
。

ク
ラ
ウ
ン
に
乗
っ
て
い
る
層
は
保
守
的

な
人
た
ち
で
す
。
バ
ブ
ル
の
時
も
、
外
車

に
変
え
な
い
で
ず
っ
と
日
本
車
を
愛
し
て

き
た
。
ま
た
、
会
社
を
立
ち
上
げ
た
り
、

会
社
を
切
り
盛
り
し
た
り
、
が
む
し
ゃ
ら

に
仕
事
を
ず
っ
と
頑
張
っ
て
き
た
。
そ
う

い
う
人
た
ち
が
リ
タ
イ
ア
し
て
、
温
泉
に

一
緒
に
行
く
の
は
ゴ
ル
フ
仲
間
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
奥
さ
ん
な
の
で
す
。
誰
と
一
緒

に
旅
行
に
行
く
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
が
あ
り
ま
す
。
50
代
以
上
で
は
、
ほ

と
ん
ど
の
男
性
が
奥
さ
ん
と
答
え
て
い
る

の
に
、
女
性
の
答
え
は
女
友
だ
ち
や
娘
が

圧
倒
的
。
50
代
の
奥
さ
ん
は
2
万
5,
0

0
0
円
ク
ラ
ス
の
温
泉
に
は
、
女
友
だ
ち

と
既
に
何
回
も
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ラ
イ
タ
ー
の
提
案

し
て
く
る
2
万
5,
0
0
0
円
の
宿
は
確

か
に
ト
レ
ン
ド
を
つ
か
ん
で
い
て
も
、
イ

ン
パ
ク
ト
が
な
い
の
で
す
。
奥
さ
ん
は
価

値
観
の
ズ
レ
た
夫
と
は
旅
行
に
行
き
た
い

と
思
わ
な
い
。
そ
ん
な
奥
さ
ん
を
連
れ
て

行
く
に
は
、
5
万
円
の
宿
が
必
要
な
の
で

す
。
5
万
円
の
宿
だ
と
、
奥
さ
ん
も
温
泉

に
行
っ
て
く
れ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
時

代
の
ト
レ
ン
ド
を
見
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
お
客
様
が
何
を

求
め
て
い
る
か
探
る
。
そ
の
場
合
、
他
業

種
や
他
社
の
マ
ネ
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
し
、
無
視
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

や
り
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
こ
こ
で
大
事

な
の
は
、
時
代
の
流
れ
を
無
視
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。
流
行
な
ん
て
関
係
な

い
と
、
最
初
か
ら
無
視
す
る
人
は
将
来
必

ず
負
け
組
み
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
時
代

を
見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
あ
と
で
、

流
行
を
取
り
入
れ
る
か
、
無
視
す
る
か
を

判
断
す
る
。
時
代
を
見
る
か
見
な
い
か
の

小
さ
な
差
が
い
ず
れ
大
き
な
差
に
な
っ
て

現
れ
て
く
る
。

昨
年
の
9
月
11
日
、
私
は
ち
ょ
う
ど
ア

メ
リ
カ
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
例
の
事

件
で
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
飛
行
機
が
着
陸

し
、ア
メ
リ
カ
に
は
陸
路
で
入
り
ま
し
た
。

当
時
、
日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力

7

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に

お
客
様
と
の

最
適
な
距
離
感
を
知
る

が
、
怒
鳴
っ
た
そ
う
で
す
。

昔
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
出

来
事
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
原
因
が
あ
る

の
で
す
。
そ
れ
は
、
若
い
人
の
座
り
方
が

下
手
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
90
分

の
授
業
を
我
慢
で
き
な
い
し
、
小
学
校
の

子
供
も
授
業
中
歩
き
回
っ
て
し
ま
う
。
成

人
式
で
座
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来

ず
、
騒
ぎ
出
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

座
る
こ
と
が
上
手
に
で
き
な
い
若
者

達
。
こ
の
変
化
を
し
っ
か
り
捉
え
た
と
い

う
よ
り
、
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

業
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
和
食
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
す
。
従
来
、
和
食
の
レ
ス
ト
ラ

ン
は
座
敷
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。し
か
し
、

長
時
間
座
る
こ
と
の
で
き
な
い
若
者
の
客

層
を
取
り
込
む
た
め
に
、
掘
り
ご
た
つ
式

の
席
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

も
う
1
つ
、
長
時
間
座
る
こ
と
の
出
来

な
い
若
者
に
注
目
が
必
要
な
業
界
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
ホ
テ
ル
業
界
で
す
。
ホ
テ

ル
業
界
に
と
っ
て
一
番
単
価
の
高
い
の
は

結
婚
式
で
す
。
少
子
化
の
た
め
年
々
結
婚

式
の
数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

年
間
78
万
組
も
の
カ
ッ
プ
ル
が
入
籍
し
て

い
る
。
最
後
の
ブ
ー
ム
と
い
っ
て
よ
い
の

で
す
が
、
そ
の
結
婚
式
市
場
で
い
ま
変
化

が
起
き
て
い
ま
す
。

変
化
の
特
徴
は
、
花
嫁
の
ス
タ
イ
ル
に

表
れ
て
い
ま
す
。
一
昔
前
は
、
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
ド
レ
ス
同
様
、
文
金
高
島
田
を
選
ぶ

人
も
一
定
数
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
圧

倒
的
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
選
ぶ
人

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
腕
や
脚
が
長
く

な
る
な
ど
若
い
女
性
の
体
形
が
変
化
し
て

き
て
、
日
本
的
な
も
の
が
合
わ
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
も
要
因
の
1
つ
で
す

が
、
新
郎
新
婦
も
出
席
者
も
長
時
間
座
っ

て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
大
き
く

関
係
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
従
来
の
儀

式
で
は
な
く
自
由
に
動
き
回
れ
る
パ
ー
テ

ィ
ー
形
式
を
望
ん
で
い
る
。
ま
た
、
結
婚

式
の
主
導
権
を
女
性
が
と
る
よ
う
に
な
っ

た
。
昔
は
2
人
、
あ
る
い
は
両
家
の
結
婚

式
で
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
は
違
う
。
花

嫁
の
た
め
の
結
婚
式
な
の
で
す
。そ
の
日
、

花
嫁
が
最
も
輝
く
よ
う
に
演
出
す
る
。
和

装
で
は
体
が
楽
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
理

由
か
ら
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
利
用
が

圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。
ド
レ
ス
を
選
択

す
る
人
が
増
え
た
こ
と
に
伴
い
、
チ
ャ
ペ

ル
で
式
を
挙
げ
る
人
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
7
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
大
阪
の
あ

る
ホ
テ
ル
の
開
業
準
備
に
5
年
間
協
力
し

た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
婚
礼
の
利
用
率

と
し
て
、
チ
ャ
ペ
ル
2
に
対
し
て
、
神
前

1
と
見
通
し
を
立
て
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

い
ま
で
は
極
端
な
話
、
3
対
0
に
な
っ
て

い
る
。
結
婚
式
を
取
り
た
い
の
な
ら
、
ホ

テ
ル
は
チ
ャ
ペ
ル
の
数
を
増
や
す
な
ど
の

対
応
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
座
る
」
こ
と
1
つ
を
と
っ
て
も
、
こ

の
よ
う
に
社
会
に
変
化
を
及
ぼ
し
て
い
る

の
で
す
。
景
気
の
ト
レ
ン
ド
を
見
て
、
値

段
や
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
人
は
、
こ
う
し

た
微
妙
な
変
化
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
。
街
を
注
意
深
く
見
て
、
変
化
に

気
づ
く
。こ
れ
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

人
間
の
記
憶
は
ど
れ
ぐ
ら
い
残
る
も
の

な
の
か
。大
脳
生
理
学
の
研
究
に
よ
る
と
、

人
間
の
記
憶
は
聞
い
た
場
合
は
10
％
、
読

ん
だ
場
合
は
20
％
、
見
た
場
合
は
30
％
が

記
憶
と
し
て
残
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
良

い
記
憶
の
占
め
る
割
合
は
50
％
、
悪
い
記

憶
の
占
め
る
割
合
は
20
％
、
普
通
の
記
憶

の
占
め
る
割
合
は
30
％
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
1
つ
の
感
覚

の
刺
激
だ
け
で
は
、
記
憶
に
残
る
確
率
が

低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
競
争
相
手
に

勝
つ
た
め
に
は
、
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
の

場
合
、
味
と
い
う
1
つ
の
刺
激
だ
け
で
は

ダ
メ
な
の
で
す
。
5
感
を
刺
激
し
て
、
強

く
記
憶
に
留
め
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
の
で
す
。

お
店
の
店
員
さ
ん
は
、
こ
の
点
を
し
っ

か
り
と
認
識
し
て
、
良
い
記
憶
を
留
ま
ら

せ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
イ
ン
テ
リ
ア
、
イ
ス
、
ト
イ
レ
な
ど

ト
ー
タ
ル
で
刺
激
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
良

い
記
憶
が
残
っ
て
、
お
客
様
が
再
び
来
店

し
ま
す
。

売
れ
る
テ
レ
ビ
と
売
れ
な
い
テ
レ
ビ
が

あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
作
る
家
電
メ
ー
カ

ー
に
は
、
一
流
の
大
学
を
出
た
人
た
ち
が

集
ま
り
、
そ
の
技
術
力
は
ほ
と
ん
ど
同
じ

と
い
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
売
上
に
差

が
出
て
し
ま
う
。
そ
の
理
由
は
2
つ
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
1
つ
は
、
ど
れ
だ

け
研
究
開
発
費
を
投
入
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
。
も
う
1
つ
は
、
い
か
に
良
い
商
品

イ
メ
ー
ジ
を
作
れ
る
か
と
い
う
宣
伝
力
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
に
も
う
1
つ
重

要
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
技
術

者
自
身
が
消
費
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
把

握
し
た
上
で
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
製

品
を
作
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
点
が
極
め
て
重
要
な
の
で
す
。

70
年
代
か
ら
80
年
代
の
大
量
生
産
の
時

代
に
、
技
術
水
準
で
最
高
の
テ
レ
ビ
が
完

成
し
ま
し
た
。カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
登
場
し
、

値
段
が
安
く
な
り
、
リ
モ
コ
ン
操
作
も
で

き
便
利
に
な
っ
た
。
商
品
が
売
れ
る
た
め

の
3
条
件
で
あ
る
「
快
適
さ
」、「
安
さ
」、

「
使
い
や
す
さ
」
と
い
っ
た
条
件
を
満
た

し
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
時
期
ま
で
の
研

究
所
や
工
場
は
、
町
中
に
あ
っ
た
の
で
す

が
、
騒
音
、
公
害
問
題
が
起
こ
り
、
快
適

な
研
究
開
発
環
境
を
求
め
て
次
第
に
郊
外

や
地
方
に
移
転
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
工
場
の
技
術
者
が
街
の
生
活
者
と

離
れ
た
所
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
、
徐
々
に
消
費
者
の
感
性
と
離
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
影
響
が
、
90
年
代
末
ま
で
、
パ
ソ

コ
ン
が
ま
っ
た
く
女
性
に
売
れ
な
い
と
い

う
現
象
で
表
れ
ま
し
た
。
1
9
9
5
年
は

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
元
年
と
か
、
デ
ジ
タ
ル

元
年
と
か
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
メ
ー
カ

ー
は
消
費
者
の
感
覚
を
大
切
に
し
な
い

で
、
技
術
者
の
論
理
で
パ
ソ
コ
ン
を
作
っ

五
感
を
刺
激
す
る

消
費
者
の
感
性
を
把
握
す
る
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品
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
効
果
的
な
コ
ン

テ
キ
ス
ト
で
、
消
費
者
を
買
う
気
に
さ
せ

れ
ば
、
製
品
が
商
品
に
な
る
の
で
す
。

「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
映
画
が
数

年
前
に
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
映
画

が
ヒ
ッ
ト
し
た
の
は
、
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
演
出
が
良
か
っ
た
か
ら
で
す
。
タ
イ

タ
ニ
ッ
ク
号
の
史
実
を
簡
単
に
い
う
と
、

豪
華
客
船
が
氷
山
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
沈
没

し
て
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
悲
し
い
話

で
す
。
映
画
で
は
こ
こ
に
男
女
の
ロ
マ
ン

ス
と
い
う
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
盛
り
込
ん

だ
。
こ
の
仕
掛
け
が
、
多
く
の
人
を
感
動

さ
せ
涙
を
流
さ
せ
た
の
で
す
。

「
猿
の
惑
星
」
の
リ
メ
ー
ク
版
が
2
0

0
1
年
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品

の
技
術
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
、
元
ル
ー
カ

ス
フ
ィ
ル
ム
社
長
の
ス
コ
ッ
ト
・
ロ
ス
氏

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ら
、
99
％
が
最
新

の
技
術
の
話
で
し
た
。
確
か
に
そ
の
時
点

で
は
、
史
上
最
高
の
I
T
技
術
を
駆
使
し

た
映
画
で
し
た
。
そ
こ
で
、
残
り
の
1
％

で
30
年
前
の
猿
の
惑
星
と
リ
メ
ー
ク
版
の

猿
の
惑
星
の
ど
ち
ら
が
面
白
い
か
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。
ロ
ス
さ
ん
自
身
が
、
30
年

前
の
ほ
う
が
面
白
い
と
言
う
ん
で
す
ね
。

30
年
前
の
ほ
う
が
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
っ
た

と
。
彼
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
現
状
を
コ
ン
テ

キ
ス
ト
は
十
分
に
あ
る
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ

が
な
い
と
考
え
て
い
て
、
帰
国
後
に
、
コ
ン

テ
ン
ツ
を
作
る
側
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
現
状
を
正
し
く
認
識
し

て
い
ま
す
。
そ
の
彼
が
、
日
本
は
コ
ン
テ

ン
ツ
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
コ
ン
テ
キ
ス
ト

が
な
い
の
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ン

テ
キ
ス
ト
が
ダ
メ
だ
と
、
人
を
感
動
さ
せ

る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
伝
え
た
い
こ
と

も
伝
わ
ら
な
い
の
で
す
。

日
本
人
は
良
い
も
の
を
作
る
コ
ン
テ
ン

ツ
の
部
分
で
は
、
今
で
も
世
界
で
1
〜
2

位
の
実
力
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ワ
イ
に
富
士

山
よ
り
高
い
標
高
4,
2
0
5
m
の
マ
ウ

ナ
ケ
ア
山
が
あ
り
、
そ
の
頂
上
に
、
す
ば

る
天
文
台
が
あ
り
ま
す
。
8
・
2
m
の
光

学
赤
外
線
望
遠
鏡
を
持
ち
、
地
上
か
ら
見

る
宇
宙
は
、
こ
れ
で
す
べ
て
分
る
世
界
最

高
の
天
文
台
で
す
。
こ
れ
は
ど
こ
の
国
の

物
か
と
い
う
と
、
実
は
日
本
の
も
の
な
の

で
す
。
こ
の
事
実
を
日
本
人
は
誰
も
知
ら

な
い
。
完
成
し
た
時
に
こ
こ
に
祝
電
を
打

っ
た
の
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
だ
け
で

し
た
。
日
本
か
ら
は
、
総
理
大
臣
も
文
部

大
臣
も
科
学
技
術
庁
長
官
も
だ
れ
も
祝
電

を
打
た
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て

も
、
最
高
レ
ベ
ル
の
技
術
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ナ
ノ
は
10
億
分
の
1
を
意
味
し
、
超

微
細
加
工
の
分
野
で
日
本
は
多
数
の
優
れ

た
技
術
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
コ
ン
テ

ン
ツ
の
基
本
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
な
ん
で

す
。
も
っ
と
自
信
を
持
つ
べ
き
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要
な

4
つ
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
第
1
は
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
2
つ
目
は
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
。
3
つ
目
は
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
。

最
後
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

自
分
を
表
現
す
る
能
力
と
し
て
、
欧
米
で

は
小
学
校
か
ら
教
え
て
い
る
。「
自
分
は

こ
う
い
う
人
間
だ
」
と
か
「
自
分
は
こ
の

よ
う
に
考
え
る
」
と
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
さ
せ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ

ア
で
は
、
黙
っ
て
い
る
と
能
力
が
な
い
と

思
わ
れ
る
の
で
、
ス
ピ
ー
チ
を
さ
せ
る
と

い
つ
ま
で
も
話
し
続
け
ま
す
。日
本
で
は
、

自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の

は
み
っ
と
も
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。「
沈
黙
は
金
な
り
」
と
、
で
し
ゃ
ば

ら
な
い
こ
と
が
美
徳
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
日
本
は
負
け
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
。

こ
の
4
条
件
の
中
で
、
特
に
重
要
な
の

は
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
よ

っ
て
大
き
く
変
わ
る
の
が
、
中
高
年
向
け

の
ビ
ジ
ネ
ス
と
女
性
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
で

す
。
あ
る
化
粧
品
会
社
が
、
中
高
年
向
け

商
品
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
「
生
き
生
き

50
歳
代
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
使
っ
た
と

こ
ろ
、
全
く
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
高

年
向
け
に
い
く
ら
質
の
高
い
商
品
を
作
っ

て
も
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
歳
を
入
れ
る
と
ダ

メ
な
の
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
女
性
向

け
メ
ニ
ュ
ー
に
「
香
り
の
良
い
」
や
「
フ

ォ
ア
グ
ラ
が
の
っ
て
い
る
」
と
一
言
付
け

る
だ
け
で
、
サ
ラ
ダ
の
売
上
が
5
割
ア
ッ

プ
し
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
ネ
ー
ミ
ン

グ
と
い
う
の
は
、
重
要
な
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
デ
ザ
イ
ン
養
成
学
校
で

は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
学
ば
せ
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
に
ど
ん
な
ネ
ー
ミ
ン

グ
を
す
る
の
が
良
い
か
、
自
分
自
身
で
考

え
る
訓
練
を
し
て
い
る
の
で
す
。
昔
は
デ

ザ
イ
ン
し
た
ら
、「
こ
の
き
れ
い
な
フ
ォ

ル
ム
を
見
て
く
れ
」
と
言
っ
て
た
ら
良
か

っ
た
。
し
か
し
、
今
は
違
い
ま
す
。
自
分

の
デ
ザ
イ
ン
を
買
っ
て
も
ら
う
に
は
、
い

か
に
相
手
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
グ
ラ
ス
を
作
っ
て
も
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
が

ダ
メ
だ
と
売
れ
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
広
告
代
理
店

に
任
せ
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
と
ネ
ー
ミ

ン
グ
は
、
完
全
な
分
業
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
商
品
に

関
す
る
情
報
を
、
広
告
代
理
店
に
伝
え
る

だ
け
で
は
ダ
メ
で
す
。
本
当
に
伝
え
た
い

も
の
が
出
て
く
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で

す
。
心
が
通
じ
な
い
の
で
す
。
作
っ
た
人

間
が
心
の
底
か
ら
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、

ま
ず
、作
っ
た
人
が
言
葉
に
す
べ
き
で
す
。

そ
の
後
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
修
正
し
て

も
ら
え
ば
い
い
。
プ
ロ
に
丸
投
げ
す
る
の

で
は
な
く
、
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
今
後
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
1
つ
に
し

て
も
こ
の
よ
う
に
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
、
消
費
者
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
俊
彦
）
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プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
力
を
高
め
る

関
連
施
設
や
軍
事
施
設
が
厳
戒
態
勢
に
あ

る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ

カ
で
は
別
の
場
所
が
厳
戒
下
に
あ
る
と
報

道
し
て
い
ま
し
た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
産
業
の
象
徴
で
あ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
す
。
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ

ン
は
テ
ロ
に
際
し
て
、
金
融
、
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
、
バ
イ
オ
産
業
が
ア
メ
リ
カ

の
3
大
産
業
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
分
野
に
I
T
を
結
び
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、大
産
業
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。

代
表
的
な
も
の
が
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
映
画

で
す
。
昔
、
黒
澤
明
監
督
は
、
映
画
の
ワ

ン
シ
ー
ン
を
撮
る
た
め
、
理
想
の
雲
が
出

て
く
る
の
を
5
0
0
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
1

週
間
待
ち
つ
づ
け
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

す
。
今
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
な
ど
で
、
自
分
の
欲
し
い
映
像
を
す
ぐ

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
の
中
心
地
ハ
リ
ウ
ッ
ド
と
I
T

の
中
心
地
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
が
結
び
つ
い

て
、「
シ
リ
ウ
ッ
ド
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
I
T
革
命
を
通
し
て
景
気

が
良
く
な
っ
た
の
に
、
日
本
は
な
ぜ
そ
う

な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ

カ
は
I
T
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を

結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
革
命
と
サ
ー
ビ
ス
革
命
を
起

こ
し
た
。
1
9
8
0
年
代
半
ば
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
当
時
右
肩
上
が
り
の
時
代
は
終

わ
っ
た
と
考
え
た
ア
メ
リ
カ
は
I
T
で
サ

ー
ビ
ス
を
拡
大
し
て
、
個
々
の
人
た
ち
が

人
生
を
楽
し
み
、
ひ
い
て
は
個
人
消
費
の

拡
大
に
結
び
つ
く
と
考
え
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
就
労
人
口
は
、

全
体
の
70
％
に
も
な
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

産
業
が
潤
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の

人
々
が
潤
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
そ
の

結
果
、
好
景
気
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
I
T
を
産
業
革

命
と
と
ら
え
た
。
サ
ー
ビ
ス
革
命
ま
で
考

え
が
及
ば
な
か
っ
た
。
1
8
0
0
年
代
半

ば
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ

シ
ュ
で
一
番
儲
け
た
の
は
、
ジ
ー
ン
ズ
や

シ
ャ
ベ
ル
を
売
っ
た
人
た
ち
で
し
た
。
同

じ
よ
う
に
1
9
9
0
年
代
、
日
本
の
I
T

革
命
で
一
番
儲
け
た
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
の

周
辺
機
器
メ
ー
カ
ー
で
し
た
。

日
本
で
は
1
9
9
9
年
に
生
活
革
命
が

起
こ
り
、
2
0
0
0
年
前
後
に
や
っ
と
サ
ー

ビ
ス
革
命
が
起
き
ま
し
た
。
渋
谷
の
「
1

0
9
」
に
「
エ
ゴ
イ
ス
ト
」
と
い
う
若
者

向
け
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
店
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
行
く
と
、
友
だ
ち
言
葉
で
対
応
し

て
く
れ
ま
す
。
仲
間
と
し
て
接
し
て
く
れ

る
と
い
う
の
で
評
判
に
な
り
、
茶
パ
ツ
・

ガ
ン
グ
ロ
の
店
が
、
小
売
店
の
店
員
一
人

当
た
り
の
売
上
高
で
渋
谷
の
ト
ッ
プ
に
な

っ
た
の
で
す
。
髪
の
毛
を
七
・
三
に
分
け

て
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
45
度
に

お
辞
儀
す
る
店
が
一
番
売
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。「
エ
ゴ
イ
ス
ト
」
の
店
員
は

従
来
の
接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
何
も

参
考
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
お
客

を
自
分
た
ち
の
仲
間
と
し
て
扱
う
の
で
、

距
離
感
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、

ど
ん
ど
ん
お
客
が
集
ま
る
と
い
う
現
象
が

起
き
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
サ
ー

ビ
ス
革
命
と
い
え
ま
す
。
こ
こ
に
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
の
で
す
。

40
歳
以
下
の
若
い
人
は
、
小
さ
い
頃
か

ら
塾
や
お
稽
古
ご
と
に
通
い
、
生
ま
れ
た

時
か
ら
個
室
が
あ
る
。
マ
ン
ガ
や
T
V
ゲ

ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
と
1
人

向
け
グ
ッ
ズ
ば
か
り
。
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
で
、
一
言
も
会
話
を
し
な
く
て
買
い

物
が
で
き
る
。
外
部
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
ら
な
く
て
も
、
生
活
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
昔
は
ガ
キ
大
将
な

ど
が
い
て
、
集
団
で
遊
ぶ
中
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
を
学
び
ま
し

た
。
い
ま
の
若
い
人
た
ち
は
、
こ
う
し
た

訓
練
を
し
て
い
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
体
が
嫌
い
な
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
。
お
店
の
人
と
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
と
思
っ

て
、
ド
ア
を
開
け
る
と
「
よ
う
こ
そ
○
○

へ
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
1
9

7
0
年
代
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
す
。「
よ
う

こ
そ
」
と
言
わ
れ
る
と
お
客
は
返
事
が
で

き
な
い
。
こ
れ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
人
に
よ

っ
て
は
、
こ
の
店
は
「
オ
レ
に
口
を
き
く

な
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
感

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
ま
、
店
に
入
っ
た

と
き
の
挨
拶
は
「
こ
ん
に
ち
は
」
で
す
。

こ
れ
な
ら
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
返
事
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
手
な
言
葉
使
い

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、

相
手
と
の
距
離
感
を
は
か
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

今
、
日
本
で
一
番
言
葉
の
選
択
が
上
手

な
の
は
、
小
泉
首
相
で
す
。
会
話
で
一
番

大
事
な
の
は
、
相
手
の
言
葉
を
使
う
こ
と

で
す
。
政
治
家
は
よ
く
「
前
向
き
に
善
処

い
た
し
ま
す
」
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
誰

も
使
わ
な
い
言
葉
な
の
で
、
共
感
を
持
た

れ
な
い
。
小
泉
さ
ん
は
、
貴
乃
花
が
優
勝

し
た
と
き
「
感
動
し
た
！
」
と
み
ん
な
が

思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
素
直
に
そ
の
ま
ま

表
現
し
ま
し
た
。
演
説
も
団
地
、
駅
前
、

国
会
内
と
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
言
葉
を
使

い
分
け
て
い
ま
す
。
小
泉
さ
ん
は
、
相
手

と
の
距
離
感
を
取
る
の
に
、
抜
群
に
優
れ

て
い
ま
す
。
ま
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
下
手
な
世
代
に
は
、
こ
の
相
手
の

言
葉
こ
そ
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
な
の
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
上
で
重
要
な
も
の
に
、

「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
「
コ
ン
テ
キ
ス
ト
」

の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。「
コ
ン
テ
ン
ツ
」

と
は
中
身
の
良
い
も
の
を
作
る
こ
と
で
あ

り
、「
コ
ン
テ
キ
ス
ト
」
と
は
良
い
も
の

を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
効
果
的
に
知
ら
せ

る
し
く
み
、
演
出
、
仕
掛
け
で
す
。
ど
ん

な
に
良
い
も
の
を
作
っ
て
も
、
売
れ
な
け

れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
素
敵
な
洋
服

を
作
っ
て
も
、
売
れ
な
け
れ
ば
布
の
加
工

大
事
な
の
は
コ
ン
テ
キ
ス
ト
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続
い
て
、
当
社
の
住
ま
い
づ
く
り
に
つ

い
て
、
特
徴
を
2
点
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
初
め
に
ご
紹
介
す
る
の
は
「
A

T
D
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。
A
T
D
シ
ス
テ
ム

と
は
「
穴
吹
ト
ー
タ
ル
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
」

（A
nabuki

T
otal
D
evelopm

ent

）
の
頭

文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
当
社
の
住
ま
い

づ
く
り
の
ベ
ー
ス
と
な
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
お
客
様
に
高
品
質
の

住
ま
い
を
提
供
で
き
る
よ
う
、用
地
取
得
、

企
画
・
設
計
、
施
工
、
販
売
、
ア
フ
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
ま
で
を
自
社
一
貫
体
制
で
行
う
も

の
で
す
。
人
々
が
暮
ら
す
「
ま
ち
」
選
び

か
ら
、
住
ま
い
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま

で
、
住
ま
い
づ
く
り
を
ト
ー
タ
ル
に
手
が

け
て
い
ま
す
。
建
設
に
携
わ
る
ゼ
ネ
コ
ン

と
し
て
の
設
計
・
施
工
技
術
と
、
広
い
視

野
で
住
ま
い
づ
く
り
を
企
画
・
推
進
す
る

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
ス
タ
ン
ス
を
持
っ
て
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

第
2
の
特
徴
は
、
お
客
様
の
入
居
後
の

満
足
に
こ
だ
わ
る
「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
工

務
店
」
宣
言
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
購
入

前
の
お
付
き
合
い
は
1
年
程
度
で
す
。
当

社
は
こ
の
期
間
の
お
付
き
合
い
も
も
ち
ろ

ん
大
切
に
し
て
い
ま
す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を

購
入
い
た
だ
い
た
後
の
20
〜
30
年
を
も
っ

と
大
事
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
長

期
修
繕
計
画
は
も
ち
ろ
ん
、
個
別
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
か
ら
災
害
時
な
ど
の
復
旧
作
業

ま
で
、
き
め
細
か
く
柔
軟
に
対
応
し
、
入

居
後
の
快
適
な
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
ま
た
、
入
居
後
の
ご
意
見
も
「
こ
れ

か
ら
」
の
住
ま
い
づ
く
り
に
反
映
し
、
住

む
人
の
立
場
で
考
え
た
、
よ
り
良
い
商
品

開
発
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

こ
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
工
務
店
の
考

え
の
お
か
げ
で
、
お
客
様
か
ら
新
し
い
お

客
様
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
も
多

く
、
そ
の
数
は
新
規
契
約
数
の
約
40
％
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
ま
い
の
提
供
で
皆
様
の
快
適
な
暮
ら

し
づ
く
り
に
役
立
つ
と
同
時
に
、
毎
日
の

暮
ら
し
に
楽
し
さ
や
嬉
し
さ
を
提
供
す
る

社
会
貢
献
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ

野
球
オ
リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ル
ー
ウ
エ
ー
ブ
の
フ
ァ
ー

ム
チ
ー
ム
「
サ
ー
パ
ス
神
戸
」
や
、
劇
団
四
季

の
ス
ポ
ン
サ
ー
活
動
、
ま
た
香
川
大
学
と

の
共
同
研
究
や
寄
付
講
座
な
ど
、
数
多
く

の
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
住
ま
い
づ
く
り
を
通
し

て
、
暮
ら
す
こ
と
の
喜
び
や
感
動
を
皆
様

と
と
も
に
、
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

新
し
く
家
を
建
て
、
8
年
が
経
ち

ま
す
。
家
を
建
て
る
際
、
流
し
台

や
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
住
宅

設
備
は
デ
ザ
イ
ン
性
を
重
視
し
て
取
り
付

け
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
と
こ
ろ
強
く
感

じ
る
の
は
、
家
庭
内
の
設
備
は
デ
ザ
イ
ン

性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
実
用
性
が
一
番

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
日
見
学
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
展
示
し
て
あ
る
各
種
住

宅
設
備
が
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま

り
、
実
用
性
が
高
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

住
宅
設
備
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
お
考

え
を
お
持
ち
で
す
か
。

戸
建
住
宅
と
集
合
住
宅
で
は
、
住

宅
設
備
に
関
し
て
基
本
的
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。
戸
建
住
宅
は
、
カ
タ
ロ
グ
に

載
っ
て
い
る
も
の
、
い
わ
ゆ
る
ル
ー
ト
商

品
と
呼
ば
れ
る
既
製
品
の
中
か
ら
、
流
し

台
や
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
な
ど
を
決
め
て
い
き

ま
す
。
一
方
、
集
合
住
宅
は
、
建
物
全
体
の

寸
法
や
高
さ
な
ど
の
問
題
か
ら
、
既
製
品

を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
各
集
合
住
宅
に
合
っ
た
住
宅
設
備

を
、
1
つ
1
つ
図
面
を
書
い
て
取
り
付
け
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
が
、
戸
建

住
宅
と
集
合
住
宅
の
大
き
な
違
い
で
す
。

住
宅
設
備
メ
ー
カ
ー
に
は
、
2
通
り
の
お

客
様
が
あ
り
ま
す
。
1
つ
は
、
設
備
の
採

用
に
大
き
な
決
定
権
を
持
つ
大
工
さ
ん
や

設
備
業
者
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
そ
の
設
備
を

実
際
に
使
っ
て
く
だ
さ
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
で
あ
る
お
客
様
で
す
。
住
宅
設
備
メ
ー

カ
ー
は
こ
れ
ま
で
、
と
も
す
れ
ば
大
工
さ

ん
や
設
備
業
者
に
目
が
行
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
近
は
実
際
に
お
使
い
く

だ
さ
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
と
い
う
こ
と
で
、

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
お
客
様
の
視
点
に
立
っ

た
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

当
社
も
実
際
に
お
住
ま
い
に
な
ら
れ
た
お

客
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ク
レ
ー
ム
や
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
際
に
マ

ン
シ
ョ
ン
内
の
設
計
に
直
接
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
点
が
、
当
社
の
強
み
で
も
あ

り
ま
す
。
今
後
も
お
客
様
の
声
を
反
映
し

た
商
品
づ
く
り
を
、住
宅
設
備
業
者
と
一
緒

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
客
様
か
ら
ど
の
よ
う
な
ク
レ

ー
ム
や
意
見
が
多
い
で
す
か
。

最
近
い
た
だ
く
ご
意
見
で
多
い

の
は
、
生
活
時
間
帯
の
違
い
や
小

さ
な
子
供
が
室
内
を
走
り
回
る
こ
と
な
ど

に
起
因
し
た
、「
音
」
に
関
す
る
も
の
で
す
。

昔
の
日
本
人
の
代
表
的
な
住
ま
い
は
、

「
横
」
に
各
世
帯
が
生
活
す
る
長
屋
で
し

た
。「
人
の
上
に
人
が
住
む
」
集
合
住
宅
の

形
態
は
戦
後
出
て
き
た
も
の
で
、
歴
史
と

し
て
は
ご
く
浅
い
も
の
で
す
。
歴
史
が
浅

い
の
で
、「
縦
」
に
各
世
帯
が
生
活
す
る
マ

ナ
ー
が
ま
だ
ま
だ
定
着
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
結
露
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
も

多
く
承
っ
て
い
ま
す
。
集
合
住
宅
の
特
性

で
あ
る
「
す
き
ま
が
少
な
く
、
機
密
性
が

高
い
」こ
と
が
原
因
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
&
A

企 と 活 懇 会業 生 者 談

■
穴
吹
工
務
店
の
概
要

当
社
は
1
9
0
5
年
に
穴
吹
喜
作
が
創

業
し
、
今
年
で
創
業
97
年
を
迎
え
ま
す
。

香
川
県
の
高
松
市
に
本
社
を
置
き
、
現
在

は
全
国
42
の
都
府
県
に
合
計
75
の
事
業
所

を
構
え
て
い
ま
す
。

当
社
は
デ
ペ
ロ
ッ
パ
ー
と
し
て
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
を
中
心
に
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
当
社
の
総
売
上
の
8
割
を

占
め
る
マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
の
特
徴
の
1
つ

は
、
ニ
ー
ズ
が
読
み
や
す
く
、
市
場
変
動
の

少
な
い
地
方
都
市
で
の
販
売
の
割
合
が
高

い
こ
と
で
す
。マ
ン
シ
ョ
ン
売
上
の
実
に
8

割
が
地
方
都
市
で
、
残
り
2
割
が
政
令
指

定
都
市
な
ど
の
大
都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
大
き
な
柱
の
も
う
1
つ
は
、
建

設
の
請
負
事
業
で
す
。
高
水
準
の
施
工
技

術
を
持
ち
、
一
般
の
請
負
工
事
を
担
う
ゼ

ネ
コ
ン
と
し
て
、
瀬
戸
大
橋
記
念
館
、
香

川
県
民
ホ
ー
ル
、
香
川
県
立
図
書
館
な
ど

多
数
の
施
工
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
他
に
も
、
土
地
活
用
の
視
点
か
ら
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
や
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
、
店
舗
経
営

な
ど
、
建
築
と
と
も
に
経
営
と
い
う
ソ
フ

ト
面
で
の
事
業
も
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

第
64
回
（
高
松
10
月
4
日
）

『『
住住
まま
いい
はは
人人
をを
育育
てて
るる「「
命命
のの
器器
」」
〜〜

快快
適適
なな
住住
まま
いい
づづ
くく
りり
をを
目目
指指
しし
てて
』』

株
式
会
社
穴
吹
工
務
店

11

企業と生活者
懇
談
会

ま
た
、
累
計
着
工
戸
数
が
6
5
0
0
を
数

え
る
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
事
業
部
な
ど
、
総
合

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
企
業
と
し
て
、
幅
広
く
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
経
営
理
念
と
住
ま
い
づ
く
り
の
特
徴

こ
こ
で
当
社
の
経
営
理
念
に
つ
い
て
、

お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ

ン
事
業
を
中
心
と
す
る
当
社
は
「
住
ま
い
」

に
対
す
る
考
え
方
を
最
も
大
事
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
考
え
方
の
基
本
は
、
建
物
を

単
に
生
活
す
る
空
間
と
考
え
る
の
で
は
な

く
、
人
を
、
暮
ら
し
を
、
人
生
を
育
む

「
命
の
器
」
と
考
え
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
考
え
に
基
づ
き
、
当
社
は
「
住

ま
い
は
人
を
育
む
命
の
器
」
を
経
営
理
念

に
、
モ
ノ
づ
く
り
に
対
し
て
真
摯
な
姿
勢

を
持
ち
、
よ
り
快
適
な
住
ま
い
を
皆
様
に

提
供
し
て
い
ま
す
。

第64回

第65回

第66回

開催日

10月 4日

10月31日

11月27日

開催地

高　松

小　倉

東　京

協力企業

株式会社穴吹工務店

穴吹住環境デザイン研究所

東 陶 機 器 株 式 会 社

小 倉 第 一 工 場

三井不動産株式会社

三井不動産グループマンションアカデミー

テーマ

『住まいは人を育てる「命の器」

～快適な住まいづくりを目指して』

「高齢者にやさしい生活は、

みんなが楽しい生活だ」

「快適なマンションライフの創造

～お客様志向のマンションづくり」

毎回、参加者から「企業の取り組み姿勢を直に見ることができて勉強になっ

た」と好評の企業と生活者懇談会。今回は「バリアフリーへの取り組み」を

テーマに、高松、小倉、東京で開催しました。住まいやトイレといった日頃

あたりまえに使っているものが対象であり、ちょっとした疑問から大きなテー

マまで幅広く、企業の担当者の方と意見交換をすることができました。

次のテーマは、「社会資本整備に取り組む企業」を予定していますので、ご

期待ください。

Q

A

QA
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当
社
が
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
工

務
店
を
宣
言
し
た
の
は
5
年
前

に
な
り
ま
す
。
こ
の
宣
言
は
、
お
引
渡
し

し
て
か
ら
、
お
客
様
と
の
本
当
の
お
付
き

合
い
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
的
考

え
方
と
し
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
弊
社

の
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
の
特
徴
は
A
T
D
シ

ス
テ
ム（
穴
吹
ト
ー
タ
ル
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
）
で
、
用
地
の
取
得
か
ら
企

画
・
設
計
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で
を
す

べ
て
自
社
一
貫
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
工
程
を
自
社
で
行
っ
て
い
る
の

で
、事
業
に
関
す
る
す
べ
て
の
責
任
は
自
社

で
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
一
部
分

で
も
業
務
を
外
部
に
委
託
し
て
い
る
と
、な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。お
客
様
に
対
し
て
言

い
逃
れ
し
ま
せ
ん
と
い
う
宣
言
、こ
れ
が
当

社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
最
大
の
特
徴
で
す
。

自
社
一
貫
業
務
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お

客
様
の
声
が
し
っ
か
り
と
社
内
に
入
っ
て

き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
、
数
多
く
の
情
報
を
社
内
に
蓄
積
す

る
こ
と
で
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
お
客
様

に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
質
の
高
い
マ
ン
シ

ョ
ン
を
ご
提
供
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

穴
吹
工
務
店
は
日
本
全
国
で
マ
ン

シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
ご
と
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
特
性
な

ど
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
全
国
ど
こ
で
も
暮
ら
し
や
す

い
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
、
そ

の
街
の
気
候
や
風
土
、
立
地
条
件
を
考
慮

し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
ひ
と
く
ち
に
「
寒
冷
地
」
と

言
っ
て
も
、
気
温
の
低
い
長
野
県
と
雪
の

多
い
山
形
県
で
は
求
め
ら
れ
る
機
能
が
違

い
ま
す
。ま
た
、雨
の
少
な
い
瀬
戸
内
地
方

と
灰
が
降
る
こ
と
も
あ
る
鹿
児
島
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
独
特
の
設
計
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

地
域
の
特
性
や
顧
客
情
報
を
分
析
し
、そ

の
地
方
に
相
応
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
づ
く
り

を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
東
陶
機
器
の
概
要

当
社
は
、
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
食
器
メ

ー
カ
ー
日
本
陶
器
（
現：

ノ
リ
タ
ケ
カ
ン

パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ッ
ド
）
の
製
陶
研
究
所
に

端
を
発
し
、
後
に
分
社
し
て
1
9
1
7
年

（
大
正
6
年
）
に
小
倉
の
地
に
東
洋
陶
器

株
式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

小
倉
の
地
に
創
業
し
た
理
由
は
3
つ
あ

り
ま
す
。
第
1
に
、
朝
鮮
半
島
に
近
か
っ

た
こ
と
。
朝
鮮
半
島
に
は
陶
器
の
原
料
で

あ
る
陶
土
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
2
つ
目

は
、焼
成
窯
の
燃
料
で
あ
る
石
炭
の
産
地
、

筑
豊
炭
田
に
近
か
っ
た
こ
と
。
第
3
に
、

輸
出
・
運
輸
の
拠
点
に
適
し
て
い
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
社
名
の
「
東
洋
」
が

示
す
と
お
り
、
当
社
は
ア
ジ
ア
を
ビ
ジ
ネ

ス
の
対
象
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
当
時
、

輸
出
港
と
し
て
栄
え
て
い
た
門
司
港
に
隣

接
し
て
い
て
、
中
国
大
陸
や
東
南
ア
ジ
ア

向
け
輸
出
に
非
常
に
便
利
な
土
地
だ
っ
た

の
で
す
。

1
9
6
9
年
（
昭
和
44
年
）
に
商
標
を

「
T
O
T
O
」
に
変
更
し
た
の
を
機
に
食

器
の
製
造
を
止
め
、
衛
生
陶
器
の
製
造

一
本
に
事
業
内
容
を
絞
り
ま
し
た
。
ま

た
、
1
9
7
0
年
（
昭
和
45
年
）
に
は
社

名
を
「
東
陶
機
器
株
式
会
社
」
に
変
更
し

ま
し
た
。

1
9
8
0
年(

昭
和
55
年)

に
、
現
在
も

お
客
様
の
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
の
発
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
ン
ビ
デ
社
が
開
発
し
た
医
療
用

器
具
「
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
エ
ア
シ
ー
ト
」
と
い

う
現
在
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
原
型
と
な

る
商
品
の
将
来
性
に
着
目
し
、
当
社
が
ア

メ
リ
カ
ン
ビ
デ
社
か
ら
特
許
を
取
得
し
、

独
自
に
開
発
を
重
ね
て
「
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ

ト
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

出席者の感想から

ペットとの共生を大切に考え
て猫の出入口やトイレの設置
は、猫大好きの私の思いをく
すぐるものでした。

●
顧客を裏切らない姿勢やアフ
ターサービスを大切にしてい
るお話には、一生活者として
ホッとする気持ちでした｡

●
マンションに住む方のマナー
についての心得をお客様にお
伝えするのが自分たちの務め
と話しておられたことがとて
も印象的でした｡

●
私自身としては、マンション
は規格品の住宅であるとのイ
メージがありましたが、企業
の努力によって、個性的かつ
快適性が追求されていること
を知りました。

●
バリアフリーを超えてユニバ
ーサルデザインの思想で取り
組まれていることや鍵を渡し
てから本当のお付き合いが始
まるアフターサービス工務店
宣言など、まさにCSという本
質を見た思いです。
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本
日
ご
見
学
い
た
だ
い
た
「
穴
吹
住
環

境
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
」
で
は
、
床
衝
撃
音

に
配
慮
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ブ
厚
と

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
素
材
の
組
み
合
わ
せ
の
検

証
、
玄
関
ド
ア
や
外
壁
の
結
露
試
験
な
ど

を
は
じ
め
数
多
く
の
テ
ス
ト
を
、
当
社
の

「
サ
ー
パ
ス
」
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
内
環

境
を
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
膨
大

な
サ
ン
プ
ル
の
中
か
ら
、
満
足
の
い
く
デ

ー
タ
を
残
す
も
の
だ
け
を
「
サ
ー
パ
ス
」

マ
ン
シ
ョ
ン
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

デ
フ
レ
で
物
価
が
下
が
り
、
マ
ン

シ
ョ
ン
に
関
し
て
も
2,
0
0
0

万
円
前
後
の
格
安
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
く
売

ら
れ
て
い
ま
す
。
格
安
マ
ン
シ
ョ
ン
の
動

向
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ご
指
摘
の
通
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
市
場

で
は
最
近
、
格
安
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が

売
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
従
来
の
物

件
に
比
べ
て
格
安
マ
ン
シ
ョ
ン
が
提
供
で

き
る
の
か
と
い
う
と
、
次
の
3
つ
の
要
因
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
第
1
に
、
懸
命
な
企
業

努
力
で
経
費
圧
縮
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
2
つ
目
は
住
戸
の
面
積
を
小
さ
く
し

て
い
る
た
め
で
す
。
従
来
は
21
坪
で
販
売

し
て
い
た
も
の
を
、
19
坪
に
し
て
販
売
す

る
。
同
じ
単
価
だ
っ
た
ら
、
安
く
提
供
で

き
る
わ
け
で
す
。
3
つ
目
と
し
て
は
、
品

質
を
落
と
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
質
を
最
低
限
の
レ
ベ
ル
に

し
て
し
ま
う
や
り
方
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

当
社
と
し
て
は
、
お
客
様
が
望
ん
で
い

る
広
く
て
安
い
マ
ン
シ
ョ
ン
を
品
質
を
落

と
す
こ
と
な
く
提
供
す
る
た
め
に
、
部
材

調
達
を
は
じ
め
更
な
る
コ
ス
ト
削
減
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
普
段
ほ
と
ん

ど
使
う
こ
と
の
な
い
設
備
は
取
り
付
け
な

い
よ
う
に
し
、
各
住
戸
に
と
っ
て
必
要
な

機
能
を
改
め
て
見
直
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
今
後
も
お
客
様
に

と
っ
て
本
当
に
満
足
い
た
だ
け
る
マ
ン
シ

ョ
ン
を
見
極
め
、
よ
り
よ
い
物
件
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

犬
が
大
好
き
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で

も
飼
え
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
ま

す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
で
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と

に
つ
い
て
、
穴
吹
工
務
店
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
ま
す
か
。

ペ
ッ
ト
に
は
人
の
心
を
癒
す
効
果

が
あ
り
、
家
族
同
然
に
扱
っ
て

い
る
方
も
多
い
の
で
、
そ
の
共
生
は
重
要

な
テ
ー
マ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。一
方
で
、

ペ
ッ
ト
を
無
断
で
室
内
で
飼
っ
て
い
る
人

が
い
て
、
非
常
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
お

申
し
出
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
で
ペ
ッ
ト
を
飼
う
に
は
、
集

合
住
宅
の
ル
ー
ル
で
あ
る
管
理
規
約
の
ペ

ッ
ト
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て
、
住
民
の

3
分
の
2
以
上
の
同
意
を
得
て
内
容
を
変

更
す
れ
ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
で
ペ
ッ
ト
を

飼
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

穴
吹
工
務
店
は
ペ
ッ
ト
と
の
共
生
に
関

し
て
、
管
理
規
約
で
対
応
す
る
ほ
か
に
、

建
設
当
初
よ
り
ペ
ッ
ト
を
飼
い
た
い
方
と

そ
う
で
な
い
方
、
双
方
に
配
慮
し
た
マ
ン

シ
ョ
ン
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
当
社
の

「
サ
ー
パ
ス
後
楽
園
第
二
」
と
い
う
マ
ン

シ
ョ
ン
で
、
既
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
ペ
ッ
ト
の
毛

を
手
入
れ
す
る
専
用
の
部
屋
「
グ
ル
ー
ミ

ン
グ
・
ル
ー
ム
」
や
散
歩
の
後
の
足
洗
い

場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
人
が

乗
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
モ
ニ
タ
ー
で
確

認
で
き
る
設
備
を
各
階
に
設
置
す
る
な

ど
、
ペ
ッ
ト
好
き
の
人
と
そ
う
で
な
い
人

が
上
手
に
暮
ら
せ
る
仕
組
み
を
作
り
、
大

変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

い
ま
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
り
組

み
の
重
要
性
が
各
方
面
か
ら
出
て

い
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
お
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。

家
屋
内
の
段
差
や
仕
切
り
な
ど

を
な
く
し
て
、
障
害
者
や
高
齢

者
に
配
慮
し
た
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
現

在
で
は
、
主
に
床
の
フ
ラ
ッ
ト
化
の
こ
と

を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
の
中

に
は
、玄
関
の
上
が
り
か
ま
ち
を
は
じ
め
、

お
風
呂
の
ま
た
ぎ
段
差
や
バ
ル
コ
ニ
ー
の

段
差
な
ど
、数
多
く
の
段
差
が
あ
り
ま
す
。

ご
購
入
さ
れ
る
方
も
、
車
イ
ス
で
も
通
れ

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
ご
希
望
を

寄
せ
ら
れ
る
の
で
、
で
き
る
限
り
対
応
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
ど
も
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
と
も
に
注

目
し
て
い
る
の
が
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
れ
は
、

性
別
、
世
代
、
障
害
な
ど
人
々
が
持
っ
て

い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
超
え
て
、
誰
も

が
平
等
に
使
い
や
す
い
商
品
を
作
っ
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

当
社
の
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
者
の
6
割
が

30
代
〜
40
代
の
お
客
様
で
、
2
割
が
50
代

以
上
の
お
客
様
で
す
。
こ
の
デ
ー
タ
が
示

す
と
お
り
、
幅
広
い
年
代
の
方
に
ご
購
入

い
た
だ
い
て
、
長
年
住
ん
で
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
段
差
を
な

く
す
の
で
は
な
く
、
将
来
を
見
据
え
て
壁

な
ど
に
手
す
り
が
付
け
ら
れ
る
下
地
に
し

た
り
す
る
な
ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
意
識
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
工
務
店
」

に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

穴吹工務店

QA

QA

QA

Q

A

Q

A

第
65
回
（
小
倉
10
月
31
日
）

『『
高高
齢齢
者者
にに
やや
ささ
しし
いい
生生
活活
はは
、、

みみ
んん
なな
がが
楽楽
しし
いい
生生
活活
だだ
』』

東
陶
機
器
株
式
会
社

車椅子でも通りやすい幅を体験
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企 と 活 懇 会業 生 者 談

れ
な
ど
修
理
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
も

多
く
受
付
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
電

話
で
の
応
対
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
T
O
T
O
の
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
や
工
務
店
を
紹
介
し
た
り
し

て
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
、
製
品
や
当
社
の
サ
ー
ビ
ス

体
制
な
ど
に
関
す
る
ク
レ
ー
ム
を
受
付
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な

お
申
し
出
は
、「
お
客
様
の
声
」
と
し
て

記
録
し
、
業
務
担
当
部
署
に
連
絡
し
て
、

よ
り
良
い
商
品
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
体
制
の

整
備
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

毎
日
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
を
使
い
、

非
常
に
快
適
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
先
日
、
外
国
旅
行
を
し
た
と
き
、
日

本
の
ト
イ
レ
と
外
国
の
ト
イ
レ
の
快
適

さ
の
違
い
、
お
風
呂
の
文
化
の
違
い
な
ど

を
深
く
感
じ
ま
し
た
。
水
ま
わ
り
全
般
に

対
す
る
日
本
の
取
り
組
み
は
、
世
界
的
に

見
て
、
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

世
界
的
に
見
て
、
日
本
ほ
ど
水
ま

わ
り
の
器
具
に
機
能
を
持
た
せ
て

い
る
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。
便
器
に
ウ
ォ
シ

ュ
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
機
能
を
追
加
さ
せ
て

使
う
の
は
、
欧
米
で
は
ま
だ
ま
だ
常
識
と

し
て
理
解
で
き
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は

文
化
な
ど
の
違
い
が
背
景
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
中
世
か
ら
、
ト

イ
レ
は
そ
れ
ほ
ど
進
化
し
て
い
ま
せ
ん
。

お
風
呂
も
バ
ス
タ
ブ
の
ま
ま
進
化
し
て
い

ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
流
ホ
テ
ル
は

絨
毯
や
絵
画
な
ど
は
立
派
で
す
が
、
シ
ャ

ワ
ー
や
お
風
呂
な
ど
に
は
価
値
を
見
出
し

て
い
ま
せ
ん
。
例
え
て
い
え
ば
、
5
0
0

ド
ル
あ
る
な
ら
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
を
買
う

よ
り
、
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
を
買
っ
た
ほ
う
が

よ
い
と
考
え
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
背
景
に
、
海
外
の

優
良
メ
ー
カ
ー
の
技
術
・
開
発
ス
タ
ッ
フ

は
、
当
社
の
技
術
・
開
発
ス
タ
ッ
フ
の
10

分
の
1
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
技
術
の
進
歩
ス

ピ
ー
ド
も
、
開
発
時
の
人
材
投
資
も
、
日

本
の
ほ
う
が
優
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
日

本
発
の
水
ま
わ
り
技
術
を
世
界
に
発
信

し
、
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
業
界

標
準
）
に
な
る
よ
う
、
活
動
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
や
洗
面
と
い
っ
た
水
ま

わ
り
の
商
品
か
ら
高
齢
者
配
慮

商
品
ま
で
、
幅
広
い
商
品
を
取
扱
っ
て
い

ま
す
が
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
か
。開

発
し
た
商
品
は
、
お
客
様
に

支
持
し
て
い
た
だ
い
て
、
は
じ

め
て
そ
の
価
値
が
出
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
現
在
で
は
約
2
0
0
名
の
モ

ニ
タ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
商
品
に
対
応
す
る
た

め
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
モ
ニ
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
に
は
2
種
類
あ
り
ま
す
。
1

つ
は
、
で
き
上
が
っ
た
商
品
を
実
際
に
使

っ
て
も
ら
い
、
使
い
勝
手
な
ど
の
ご
意
見

を
い
た
だ
く
モ
ニ
タ
ー
。
も
う
1
つ
は
、

商
品
を
開
発
す
る
前
に
、
ど
の
よ
う
な

商
品
が
あ
っ
た
ら
良
い
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
モ
ニ

タ
ー
で
す
。

モ
ニ
タ
ー
制
度
の
他
に
も
、
当
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
商
品
に
関
す
る

要
望
な
ど
を
承
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い

る
の
で
す
が
、
ネ
ジ
や
部
品
が
多

く
、
隙
間
も
せ
ま
い
の
で
掃
除
が
大
変
で

す
。
掃
除
に
関
す
る
何
か
良
い
ア
ド
バ
イ

ス
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

製
品
の
機
能
を
進
化
さ
せ
る
こ

と
と
併
行
し
て
、
水
ま
わ
り
の

施
工
や
お
客
様
の
お
手
入
れ
を
い
か
に

楽
に
す
る
か
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
と
陶
器
の
隙

間
部
分
は
、
確
か
に
掃
除
が
し
に
く
か
っ

た
の
で
す
が
、
お
客
様
か
ら
の
ご
意
見

な
ど
を
も
と
に
製
品
の
改
良
を
重
ね
、

今
で
は
掃
除
の
た
び
に
ワ
ン
タ
ッ
チ
で

便
座
、
便
フ
タ
の
取
り
外
し
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

製
品
の
改
良
の
ほ
か
に
、
掃
除
に
関
し

て
も
い
ろ
い
ろ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
当
社
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
掃

除
に
関
す
る
講
習
会
を
随
時
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
も

掃
除
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

メ
ー
カ
ー
と
し
て
重
要
な
こ
と
の

1
つ
に
、
新
し
い
商
品
の
開
発
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
営
業
活
動

も
重
要
な
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
情
報

の
や
り
と
り
を
し
な
い
と
、
お
客
様
に
満

足
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
と
思
う

の
で
す
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

情
報
の
共
有
化
を
重
要
な
テ
ー

マ
と
考
え
、
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
製
造
部
門
と
販

売
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
全
員
が
出
席
す
る

「
生
販
執
行
会
議
」
を
月
に
1
〜
2
回
開

催
し
、
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。

え
て
し
て
、
製
造
し
て
い
る
部
署
は

「
自
分
た
ち
は
良
い
製
品
を
作
っ
て
い
る

15

1
9
9
8
年
（
平
成
10
年
）
に
は
、
T

O
T
O
が
世
界
で
初
め
て
「
光
触
媒
超
親

水
性
技
術
」、
通
称
「
ハ
イ
ド
ロ
テ
ク
ト
」

技
術
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

タ
イ
ル
な
ど
の
表
面
に
、
光
触
媒
と
呼
ば

れ
る
酸
化
チ
タ
ン
の
薄
い
膜
を
焼
き
つ
け

る
防
汚
技
術
で
す
。
水
洗
い
だ
け
で
汚
れ

が
簡
単
に
落
ち
て
、
高
い
抗
菌
・
防
臭
・
防

汚
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
こ
の
技

術
を
使
っ
た
外
壁
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
材
や

タ
イ
ル
、
キ
ッ
チ
ン
パ
ネ
ル
な
ど
を
発
売

し
て
い
ま
す
。
今
後
幅
広
い
用
途
の
広
が

り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
内
に
は
小
倉
を
は
じ
め
、
全

部
で
9
つ
の
工
場
が
あ
り
ま
す
。
営
業
物

流
拠
点
は
、
全
国
に
1
2
0
あ
り
、
全
国

を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

海
外
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
中
国
、

ア
メ
リ
カ
に
力
を
入
れ
た
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
生
産
は
16
の
工
場
で
行
い
、
営
業

も
16
の
拠
点
を
設
け
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

発
展
目
覚
ま
し
い
中
国
に
力
を
入
れ
、
上

海
に
新
工
場
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
1
9
9
1
年
に
、
全
社
的
な
観

点
か
ら
環
境
に
取
り
組
む
た
め
、
社
長
を

ト
ッ
プ
と
す
る
地
球
環
境
保
全
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
1
9
9
9
年
（
平
成
11

年
）
に
品
質
に
関
す
る
国
際
規
格
で
あ
る

I
S
O
9
0
0
0
を
全
社
で
取
得
、
2
0

0
0
年
（
平
成
12
年
）
に
は
全
工
場
で
環

境
に
関
す
る
国
際
規
格
I
S
O
1
4
0
0

1
を
取
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
工
場
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
や

減
量
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
古
紙
分
別

回
収
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
な

ど
、
2
0
0
2
年
に
は
全
工
場
で
ゴ
ミ
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
に
至
り
ま

し
た
。

■
生
活
環
境
企
業
を
目
指
し
て

主
な
営
業
品
目
は
、
大
便
器
や
小
便
器

な
ど
の
衛
生
陶
器
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
や
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
、
洗
面
化
粧
台
、
シ
ス
テ
ム
キ

ッ
チ
ン
、
そ
し
て
水
栓
金
具
で
す
。
水
ま

わ
り
の
設
備
企
業
か
ら
、
水
ま
わ
り
の
総

合
サ
ー
ビ
ス
企
業
へ
進
化
す
る
た
め
に
、

3
つ
の
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

1
つ
目
は
「
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
計
画
」

で
す
。「
暮
ら
し
な
が
ら
、
環
境
を
守
る
、

全
て
を
そ
ん
な
商
品
に
」
と
い
う
考
え
の

も
と
、節
水
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
し
、

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
通
じ
た
美

し
い
生
活
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

2
つ
目
は
お
客
様
と
の
き
ず
な
を
大

切
に
す
る
「
き
ず
な
計
画
」
で
す
。
お
客
様

相
談
室
や
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
な
ど
を
設
置
し
、

お
客
様
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
の
れ
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
”困
っ

た
“
を
”よ
か
っ
た
“
に
変
え
る
た
め
の

商
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

3
つ
目
は
「
楽
＆
楽
計
画
」
で
す
。
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
採
用
や
、
高
齢

社
会
に
向
け
た
商
品
の
開
発
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人

口
は
2
,
2
7
2
万
人
、
人
口
の
17
・

9
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
5
・
8
人
に
1

人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
が
居
住
す
る
高
齢

世
帯
率
も
31
・
5
％
と
高
い
割
合
と
な

り
、
住
宅
内
の
事
故
死
者
数
の
割
合
は
、

65
歳
以
上
が
実
に
72
・
6
％
を
占
め
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
取
り
入
れ
た
住
宅
構

造
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景

に
、
介
護
す
る
人
も
楽
、
介
護
さ
れ
る
人

も
楽
と
い
う
視
点
か
ら
、
高
齢
者
配
慮
商

品
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
4

月
に
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究

所
を
新
し
く
設
置
し
ま
し
た
。
多
方
面
か

ら
の
研
究
を
進
め
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
よ

り
一
層
合
っ
た
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

作
る
だ
け
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
、
総
合
的

な
視
点
で
お
客
様
の
声
に
応
え
る
「
生
活

環
境
企
業
」
を
21
世
紀
の
T
O
T
O
は
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

お
客
様
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
る
と
思
い
ま
す
。
受
付
け
の

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

お
客
様
か
ら
の
お
申
し
出
を
受

付
け
る
体
制
は
2
拠
点
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
西
日
本
地
区
と
東
日
本
地
区
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
各
地
区
と
も
20
名
程

度
が
電
話
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他

に
も
、
技
術
的
な
問
題
に
も
す
ぐ
対
応
で

き
る
よ
う
に
テ
ク
ニ
カ
ル
人
員
も
配
置
し

て
い
ま
す
。
商
品
に
関
す
る
電
話
で
の
お

問
い
合
せ
は
、
平
日
は
9
時
か
ら
18
時
、

土
・
日
・
祝
日
は
10
時
か
ら
18
時
ま
で
受

付
け
て
い
ま
す
（
夏
期
休
暇
、
年
末
年
始

を
除
く
）。

お
客
様
か
ら
の
お
申
し
出
は
、
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
一
番
多
い
お
問
い
合

せ
は
、
商
品
を
購
入
す
る
前
の
相
談
で

す
。
ま
た
、
カ
タ
ロ
グ
の
請
求
や
水
漏

Q
&
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て
、
従
来
の
機
種
よ
り
も
水
流
の
抵
抗
を

な
く
す
な
ど
の
努
力
に
よ
り
、
1
回
に
使

う
水
の
量
は
6
リ
ッ
ト
ル
か
ら
8
リ
ッ
ト

ル
ま
で
と
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

18

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
完
成
さ
せ
た
建
物

で
す
。
竣
工
か
ら
30
数
年
が
経
過
し
、
近

年
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
3
0
0
億
円
か
け
て
大
規
模

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ビ

ル
を
壊
し
て
、
新
し
く
建
て
替
え
る
ほ
う

が
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
安
上
が
り
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
手
持
ち
の
優
良
な

ス
ト
ッ
ク
を
活
か
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
で
対
応
し
ま
し
た
。

現
在
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

「
三
井
本
館
街
区
再
開
発
計
画
」
で
す
。

1
9
9
8
年
（
平
成
10
年
）
に
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
「
三
井
本
館
」
の
保
存

と
、
最
先
端
の
超
高
層
ビ
ル
「
室
町
三
井

新
館
」
の
建
設
を
同
時
に
実
現
す
る
も
の

で
す
。
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、文
化
・
伝
統

に
配
慮
し
、
最
新
の
オ
フ
ィ
ス
機
能
に
加

え
、ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
新
た
な
賑

わ
い
も
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

住
宅
事
業
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
戸
建

な
ど
を
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
提
供
し

て
い
ま
す
。
商
業
施
設
事
業
で
は
、
新
し

い
商
業
施
設
の
あ
り
方
や
お
客
様
の
要
求

を
研
究
し
て
、
顧
客
志
向
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
代
表
的
な
も

の
と
し
て
は
、
日
本
最
大
級
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
T
O
K
Y
O
｜

B
A
Y
ら
ら

ぽ
ー
と
」
や
、
現
在
人
気
を
集
め
て
い
る

6
カ
所
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
な
ど
の

商
業
施
設
を
全
国
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
新
た
な
不
動
産
事
業
の
展
開

4
本
目
の
柱
で
あ
る
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
不
動
産
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
も

の
で
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り
組
み
で

す
。
当
社
は
、「
快
適
な
環
境
で
、
豊
か
な

暮
ら
し
を
お
く
り
た
い
」
と
い
う
人
々
の
ニ

ー
ズ
を
見
越
し
て
、
主
に
住
宅
開
発
・
分
譲

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
ブ

ル
の
崩
壊
以
降
、
10
年
以
上
も
地
価
の
下
落

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
開
発
に
は
時
間

の
み
な
ら
ず
多
額
の
資
金
が
か
か
る
こ
と

も
あ
り
、
開
発
そ
の
も
の
が
事
業
と
し
て

成
立
し
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
当
社
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の

方
向
性
と
な
る
「
ノ
ン
ア
セ
ッ
ト
・
ビ
ジ
ネ

ス
」
と
い
う
考
え
方
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

不
動
産
価
格
は
必
ず
上
が
る
と
い
う
右

肩
上
が
り
の
時
代
は
完
全
に
終
わ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
当
社
は
、「
不
動
産
は
活
用
し

て
こ
そ
価
値
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
発
想
の
転
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
都
市
・
地
域
に
相
応
し
い
街
づ
く
り
を

考
え
、
土
地
を
所
有
し
て
い
る
お
客
様
に

最
適
な
土
地
活
用
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
事
業
に
も
注
力
し

て
い
ま
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
し
て
こ
れ

ま
で
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
の
変
化
に
応
じ
て
、
時
代
に
マ
ッ
チ
し

た
都
市
開
発
を
進
め
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
共
通
し
て
い
る
の

は
、
常
に
お
客
様
を
優
先
し
て
考
え
る
と

い
う
姿
勢
で
す
。
例
え
ば
、
オ
フ
ィ
ス
を

借
り
て
い
た
だ
い
た
場
合
、
そ
れ
で
仕
事

が
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
オ
フ
ィ
ス
に

つ
い
て
は
、
そ
こ
で
働
く
皆
さ
ん
に
満
足

し
て
も
ら
え
る
環
境
を
提
供
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
建
物
を
造
る
だ
け
で

な
く
、
よ
り
快
適
に
過
ご
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
管
理
・
運
営
面
で
も
お
客
様
重

視
の
観
点
に
立
っ
て
、
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
考
え
は
住
宅
事
業
、
商
業
施
設

事
業
、
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
に
も
共

通
す
る
も
の
で
す
。
今
後
も
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
、
新
た
な
価
値
の
創

造
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
お
客

様
に
評
価
さ
れ
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

本
日
の
マ
ン
シ
ョ
ン
体
験
で
、
車

イ
ス
の
方
や
足
の
不
自
由
な
方

の
た
め
に
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
な
ど
に
ス
ロ

ー
プ
を
設
置
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
よ

く
認
識
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
玄
関
や

室
内
の
廊
下
な
ど
は
、
車
イ
ス
の
方
の
た

め
の
対
応
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

■
三
井
不
動
産
の
概
要

不
動
産
会
社
と
聞
い
て
、
皆
様
は
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。
住
宅
を
借
り
た
い
時
に
お
世
話
に

な
る
街
の
不
動
産
屋
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
買

い
た
い
場
合
に
い
ろ
い
ろ
と
相
談
す
る
売

買
専
門
の
不
動
産
会
社
。
ま
た
、
オ
フ
ィ

ス
な
ど
を
貸
し
て
い
る
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
会

社
や
、
専
ら
不
動
産
の
管
理
を
す
る
会
社

な
ど
、
一
口
に
不
動
産
業
と
い
っ
て
も

様
々
な
業
態
が
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
三
井
不
動
産
は
、
開
発
、
分
譲
、

賃
貸
事
業
を
幅
広
く
手
が
け
る
総
合
不
動

産
業
（
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
）
と
し
て
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
事
業
は
、
オ
フ
ィ
ス
事

業
、
住
宅
事
業
、
商
業
施
設
事
業
、
資
産

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
大
き
く
4
つ
の
柱

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
心
と
な
る
の
が
、
オ
フ
ィ
ス
事
業
で

す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
1
9
6
8

年
（
昭
和
43
年
）
に
竣
工
し
た
わ
が
国
初

の
超
高
層
ビ
ル
「
霞
が
関
ビ
ル
」
が
あ
り

ま
す
。
36
階
建
て
の
ビ
ル
で
、
現
在
で
は

そ
れ
ほ
ど
高
い
ビ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

当
時
は
様
々
な
建
築
規
制
の
中
で
、
多
く

企 と 活 懇 会業 生 者 談
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66
回
（
東
京
11
月
27
日
）

「「
快快
適適
なな
ママ
ンン
シシ
ョョ
ンン
ララ
イイ
フフ
のの
創創
造造
〜〜

おお
客客
様様
志志
向向
のの
ママ
ンン
シシ
ョョ
ンン
づづ
くく
りり
」」

三
井
不
動
産
株
式
会
社
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の
に
、
販
売
が
売
ら
な
い
か
ら
悪
い
」
と
思

い
、
販
売
し
て
い
る
部
署
は
「
製
品
が
悪
い

か
ら
、
売
れ
な
い
」
と
感
じ
る
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
考
え
を
な
く
す
た
め
に
、
こ
の
製

販
執
行
会
議
で
様
々
な
視
点
・
観
点
か
ら

意
見
を
交
換
し
、
お
客
様
に
満
足
し
て
い

た
だ
く
商
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

16
年
前
に
家
を
建
て
て
以
来
、
大

便
器
を
使
っ
て
い
ま
す
。
か
な
り

年
数
も
経
過
し
た
の
で
、
取
替
え
を
検
討

し
て
い
る
の
で
す
が
、
一
部
便
フ
タ
だ
け

の
取
替
え
と
い
っ
た
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

当
社
で
は
補
修
部
品
の
保
存
年

限
を
7
年
に
設
定
し
て
お
り
、
16

年
前
と
全
く
同
じ
便
フ
タ
は
現
在
お
取
り

扱
い
し
て
い
ま
せ
ん
。
便
フ
タ
に
は
取
替

え
用
の
穴
が
あ
り
、
こ
の
穴
に
適
合
す
る

代
替
商
品
で
対
応
す
る
と
い
う
形
に
な
り

ま
す
。
お
問
い
合
せ
は
T
O
T
O
パ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
0
1
2
0-

8
2
8
2-

5
5
）

ま
で
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

部
品
の
保
存
年
限
に
つ
い
て
で
す
が
、

も
う
少
し
期
間
を
延
ば
し
て
欲
し
い
と
い

う
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
当
社
で
現
在
取
り
扱
っ
て
い
る
商
品

数
は
約
6
万
点
に
も
上
っ
て
い
る
の
で
、

保
存
年
限
の
過
ぎ
た
も
の
に
関
し
て
は
、

代
替
可
能
な
商
品
を
提
供
し
て
い
く
こ
と

で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
商
品
の
提
供
と
既
存
商
品
の
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
取
っ
て
い
く

か
、
今
後
と
も
追
究
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。ト

イ
レ
で
使
う
水
の
量
を
節
約
す

る
こ
と
も
、
環
境
対
策
上
重
要
な

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
か
。水

も
限
り
あ
る
資
源
な
の
で
、

よ
り
少
な
い
量
で
汚
れ
を
落
と

す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
商
品
の
改
良

に
努
め
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
1
9
7
0

年
代
の
後
半
か
ら
、
節
水
便
器
の
開
発
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
大
便
器
は
1

回
ご
と
に
約
20
リ
ッ
ト
ル
、
石
油
缶
1
本

以
上
の
水
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
研
究
を
重
ね
、
現
在
は
便
器
の
給
水
系

に
工
夫
を
施
し
た
り
、
便
器
ボ
ー
ル
に
溜

ま
る
水
面
の
広
さ
を
確
保
し
て
8
リ
ッ
ト

ル
の
水
洗
機
能
に
最
適
な
形
状
の
開
発
を

し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
プ
頂

部
の
形
状
を
以
前
よ
り
も
滑
ら
か
に
し

A

QA

Q
&
A

Q

出席者の感想から

これから先、歳を重ねる上で避け
て通れないのが高齢化です｡今回、
自立して生活するための様々な商
品を見て体験できたことはとても
有意義な一日でした。

●
商品というものは、一定の品質を
保って当り前との感覚を今まで無
意識に持っていましたが、今回の
懇談会で品質保持のため、企業が
いかに努力しているかを認識させ
られました。

●
提供している商品が数十年使うこ
とができると自負されていると同
時に、部品についても代替品の提
供などで努力されていることがわ
かり、嬉しく思いました。

●
普段何気なく使っている商品です
が、出来上がるまでそれぞれの工
程で本当に一生懸命に取り組んで
いらっしゃる様子がよくわかりま
した。作っている現場を見ると商
品にも愛着がわくものです。より
一層きれいに、大事に使っていき
たいと思います｡

●
陶器工場のため、工場内の温度・
湿度が管理されて労働条件が厳し
い中、懸命に働く方々に感謝した
いと思います。手作業のところで
は職人芸だなぁと思いました。

東陶機器

Q

浴槽での立ち座りなどをサポートするバスリフト
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ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
類

の
ク
オ
リ
テ
ィ
で
す
。
3
つ
目
は
内
装
仕

上
げ
な
ど
「
目
で
見
え
る
ク
オ
リ
テ
ィ
」

（
O
Q：

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ク
オ
リ
テ
ィ
）
で

す
。
従
来
、「
品
質
」
と
い
う
と
仕
上
げ

（
O
Q
）
に
目
が
行
き
が
ち
で
し
た
が
、
お

客
様
に
と
っ
て
は
O
Q
同
様
、
L
Q
と
E

Q
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の

高
さ
が
重
要
だ
と
考
え
、
こ
れ
ら
を
達
成

す
る
手
法
を
再
構
築
す
べ
く
、
現
在
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

三
井
不
動
産
販
売
と
は
ど
の
よ
う

に
連
携
し
て
い
る
の
で
す
か
。

お
客
様
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ

る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
密
接

な
連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
。
製
造
の
分
野

を
受
け
持
つ
「
三
井
不
動
産
」、
販
売
の

分
野
を
受
け
持
つ
「
三
井
不
動
産
販
売
」、

管
理
の
分
野
を
受
け
持
つ
「
三
井
不
動
産

住
宅
サ
ー
ビ
ス
」
が
力
を
合
わ
せ
て
、

製
・
販
・
管
一
体
と
な
っ
た
C
S
（
お
客

様
満
足
）
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

各
社
と
も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
三
井
不
動
産
で
は
、
今
ま
で

管
理
会
社
が
代
行
し
て
い
た
ア
フ
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
を
直
営
化
し
ま
し
た
。
昨
年
4
月

に
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設

け
、
直
接
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。首
都
圏
と
関
西
圏
か
ら
始
め
、

徐
々
に
広
げ
て
い
ま
す
。

三
井
不
動
産
販
売
で
は
、「
カ
ス
タ
マ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

ご
契
約
い
た
だ
い
た
お
客
様
が
入
居
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
専
任
担
当
と
し
て
ロ
ー
ン

の
変
更
や
引
越
し
手
続
き
な
ど
キ
メ
細
か

く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。
三
井
不
動

産
住
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
管
理
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
に
営
業
拠
点
展
開
・
品
質
管

理
課
の
設
置
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

三
井
不
動
産
グ
ル
ー
プ
は
2
0
0
を
超

え
る
会
社
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
様

化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
、

新
た
な
価
値
を
創
造
し
実
現
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
に
評
価
さ
れ
、

ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
今
後
も
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
山
田
俊
彦
）

シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
モ
ニ
タ
ー
シ
ス

テ
ム
の
運
用
（
三
井
オ
ー
プ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
）
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
忙
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
な
ど
、
従
来
は
参
加
の
難

し
か
っ
た
方
々
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
情
報
も
今
ま
で

以
上
に
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
貴
重
な

情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、
お
客
様

の
意
見
を
反
映
し
た
、
よ
り
良
い
商
品
づ

く
り
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
市
況
は
、
各
社
し
の

ぎ
を
削
っ
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
他
者
と
の
差
別
化
を
図
る

た
め
に
、
三
井
不
動
産
が
重
視
し
て
い
る

思
想
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

当
社
で
は
、
お
客
様
に
と
っ
て
最

も
大
切
な
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ク
オ

リ
テ
ィ
」
を
3
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
定
義
し

て
い
ま
す
。
第
1
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
基
本

性
能
で
あ
り
な
が
ら
耐
久
性
や
省
エ
ネ
性

能
な
ど
「
目
に
見
え
な
い
ク
オ
リ
テ
ィ
」

（
L
Q：

レ
イ
タ
ン
ト
・
ク
オ
リ
テ
ィ
）。
第

2
は
「
感
じ
る
ク
オ
リ
テ
ィ
」（
E
Q：

エ
ク

ス
ペ
リ
エ
ン
シ
ャ
ル
・
ク
オ
リ
テ
ィ
）
で
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
た

ん
、「
わ
あ
素
晴
ら
し
い
」
と
見
と
れ
て
し

企 と 活 懇 会業 生 者 談
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当
社
で
は
「
ケ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
ブ

ラ
ン
ド
の
も
と
、
要
介
護
者
を

抱
え
る
家
族
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の
介
護

不
安
に
備
え
た
い
人
も
対
象
に
、「
介
護

の
あ
る
暮
ら
し
を
豊
か
に
」
す
る
た
め
の

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

誰
に
で
も
優
し
い
設
計
と
い
う
こ
と

で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。「
ケ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
は
、

こ
れ
を
一
歩
進
め
た
も
の
で
す
。
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
と
、
思
想
的
に

は
な
ん
と
な
く
理
解
で
き
る
の
で
す
が
、

具
体
的
に
説
明
す
る
と
な
る
と
な
か
な
か

難
し
い
。

「
ケ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
設
計
や
設
置

に
際
し
て
「
具
体
的
な
数
値
基
準
」
を
設

け
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。具
体
的
に
は
、

ス
ロ
ー
プ
の
勾
配
や
廊
下
の
幅
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

ケ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
思
想
は
、
当
社
の
マ

ン
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
具
体
的
に
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
後
々
変
更
し
づ

ら
い
共
用
部
分
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
外
か
ら
入
っ
て
住
戸
に
至
る
ま

で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
現
し
ま
し
た
。

ご
指
摘
い
た
だ
い
た
住
戸
内
で
も
、
購

入
時
に
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
段
差
の
解

消
、
幅
の
広
い
廊
下
、
介
護
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
な
ど
、
将
来
へ
の
対
応
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

常
に
3
名
の
管
理
人
が
い
る
オ
ー

ト
ロ
ッ
ク
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん

で
い
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
し
っ
か

り
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
裏
の
公
園
に
行
く

の
に
誰
で
も
通
り
抜
け
が
で
き
る
通
路
が

あ
っ
て
、
皆
が
自
由
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

確
か
に
便
利
な
の
で
す
が
、
誰
も
が
使
え

る
の
で
不
安
も
あ
り
ま
す
。
三
井
不
動
産

の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に

関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
か
。

当
社
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
を
重
視
し
、
多
く
の
物

件
で
「
三
井
不
動
産
の
マ
ン
シ
ョ
ン
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
」（
通
称：

ベ
ル
ボ

ー
イ
）
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
で
火
災
・
ガ
ス
も
れ
・
防
犯
な
ど
の
個

別
監
視
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
の
共
用
部
分
の
異
常
な

ど
、
緊
急
セ
ン
タ
ー
が
24
時
間
、
3
6
5

日
体
制
で
一
括
管
理
し
て
い
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
時
に
は
、
綜
合
警
備
保
障
の
警
備

員
が
警
報
を
受
信
し
た
後
、た
だ
ち
に
現

場
に
急
行
し
て
適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
の
性
能
を
評
価
す
る
と
い

う
動
き
も
始
ま
り
、
消
費
者
の

関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
三

井
不
動
産
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
品
質
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
か
。

三
井
不
動
産
で
は
、
確
か
な
品
質

の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
お
客
様
に
お
届

け
す
る
た
め
に
、
大
き
く
3
つ
の
こ
と
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、「
住
宅
性
能

表
示
制
度
」
の
導
入
で
す
。
こ
の
制
度
は

義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
通
の
ル
ー
ル

に
基
づ
い
て
性
能
を
表
示
す
る
か
ど
う

か
、
売
主
な
ど
の
任
意
の
選
択
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
制
度
で
す
。
当
社
で
は
国
土
交

通
大
臣
指
定
の
住
宅
性
能
評
価
機
関
に
よ

る
、
客
観
的
か
つ
公
平
な
審
査
を
受
け
て

い
ま
す
。
第
2
が
独
自
の
基
準
に
よ
る
品

質
管
理
で
す
。
長
年
に
わ
た
る
豊
富
な
経

験
と
様
々
な
工
夫
を
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
一

冊
に
ま
と
め
、「
設
計
標
準
」
と
し
て
設
定

し
て
い
ま
す
。
建
築
・
構
造
・
設
備
な
ど

の
項
目
数
は
合
計
で
1,
5
0
0
を
超
え
、

細
部
に
ま
で
配
慮
が
行
き
届
い
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
実
際
の
マ
ン
シ
ョ
ン
造
り

は
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
の
施
工
会
社
に
発
注
し

て
い
る
の
で
す
が
、
発
注
先
に
こ
の
「
設

計
標
準
」
を
渡
し
て
、
こ
れ
に
従
っ
て
施

工
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
3
つ
目
が
品

質
管
理
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
工
事
の
管
理

で
す
。
防
水
・
基
礎
配
筋
・
建
物
の
重
要

な
基
本
性
能
部
と
い
っ
た
主
要
箇
所
に
つ

い
て
は
、
当
社
自
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
建
物
完
成
時
に
も
、
建
物
全

体
の
仕
上
げ
や
機
能
を
検
査
す
る
竣
工
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
構

造
の
丈
夫
さ
や
建
物
の
基
本
性
能
な
ど
、

ク
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
っ
た
り
、
配
管

を
し
た
り
と
い
う
作
業
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
で

は
な
く
、
人
間
で
あ
る
職
人
が
す
る
も

の
な
の
で
、
ミ
ス
が
な
く
完
璧
と
言
い
切

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
万
が
一
、
不
具

合
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ア
フ
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
し
っ
か
り
と
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
次
の
マ
ン
シ
ョ

ン
造
り
に
活
か
す
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を

し
っ
か
り
と
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。お

客
様
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
か
。

当
社
で
は
、
他
社
に
先
駆
け
て

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
商
品
企
画
に

反
映
す
る
モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
1
9
9
6

年
（
平
成
8
年
）
に
導
入
し
ま
し
た
。
モ

ニ
タ
ー
会
議
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実

施
し
、
お
客
様
の
声
や
要
望
を
的
確
に
把

握
し
、こ
れ
を
商
品
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
、

質
の
高
い
住
宅
を
供
給
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）か
ら
は
、
こ
の

QA

Q

A

Q

A

QA

QA

出席者の感想から

販売員の方も今回見学した「マン
ションアカデミー」で研修してか
ら販売に当たれば、購入希望者へ
の説明も自信をもってできると思
いました。

●
三井不動産のCSに対する取り組み
を非常に明確に説明された点に感
心しました。グループで具体的に
戦略に取り組んでいることがよく
わかりました。

●
通常のモデルルームでは体験でき
ない床下の配管設備や仕様等が、
カットモデルでわかりやすく表現
されていて、その構造がよくわか
った。居住者にも見学の機会があ
ればと思いました。

●
実際にマンションに住み、種々問
題点が出てまいりましたが、詳し
い説明で少し安心した部分や、納
得した点などあり、とても良い経
験でした｡私たちはあまりにも多い
マニュアル集に驚き、内容をすみ
ずみまで理解できずに入居・使用
しています。

●
住みながら、ようやく五感でわか
る住宅の優劣。高価な買物だけに、
「次回は決して後悔したくない」と、
情報収集にも熱が入ります｡

三井不動産

A

室
内
の
構
造
が
分
か
る
ハ
ー
フ
モ
デ
ル
を
使
い
床
下
の
見
学
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
の

感
想
票
な
ど
を
通
し
て
セ

ン
タ
ー
に
届
く
の
が
、
会

員
の
み
な
さ
ま
の
様
々
な

質
問
。
そ
の
内
容
は
、
活

動
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
り
、
組
織
に
関
す
る
も

の
で
あ
っ
た
り
と
様
々
で

す
。
今
回
は
、
質
問
の
中

で
特
に
多
い
も
の
2
つ
に

つ
い
て
、
お
答
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
っ
て
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

「
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
っ
て
、
政
府
の
組

織
な
ん
で
し
ょ
？
」「
ど
ん
な
人
た
ち
が
働

い
て
い
る
の
？
」。
社
会
広
聴
会
員
の
方
か

ら
、
よ
く
受
け
る
の
が
こ
れ
ら
の
質
問
で

す
。
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
よ
く
分
か

ら
な
い
。
そ
ん
な
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
そ
の
姿
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
、
1
9

7
8
年
11
月
。
日
本
の
代
表
的
な
企
業
が

加
盟
し
て
い
る
経
済
団
体
で
あ
る
（
社
）

経
団
連
（
現：

（
社
）
日
本
経
団
連
）
の

広
報
機
関
と
し
て
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

純
粋
な
『
民
間
の
団
体
』
で
す
。

当
時
は
第
1
次
石
油
危
機
の
直
後
で
、

社
会
全
体
が
混
乱
し
て
い
る
時
期
で
し

た
。
ま
た
企
業
に
対
す
る
不
信
も
現
れ
て

き
た
時
期
で
し
た
。
企
業
は
、
自
分
た
ち

の
活
動
が
世
の
中
の
発
展
・
繁
栄
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と
を
、
社
会
に
対
し
て
上
手

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
の
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
企
業

の
存
在
意
義
や
考
え
を
積
極
的
に
発
信
し

て
い
く
た
め
に
、
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
た
の
で
す
。

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
は
、
総
勢
36
名
。

そ
の
う
ち
13
名
が
企
業
か
ら
の
出
向
者
で

す
。
出
向
者
は
2
〜
3
年
間
セ
ン
タ
ー
で

仕
事
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
戻
っ

て
い
き
ま
す
。

事
業
内
容
は
、
一
言
で
言
う
と
「
経
済

界
と
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」。

国
内
事
業
で
は
、
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
社

会
広
聴
の
ほ
か
に
、
教
育
界
と
の
対
話
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
大
学
の
授
業
に
企

業
の
ト
ッ
プ
な
ど
を
講
師
と
し
て
派
遣
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
高
校
の
先
生
方

に
夏
休
み
を
利
用
し
て
企
業
で
研
修
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
際
的
な
事

業
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
欧
米
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
研
究
者
、
大
学

教
授
、
高
校
の
社
会
科
教
師
な
ど
を
日
本

に
招
聘
し
て
、
日
本
そ
の
も
の
や
日
本
経

済
を
理
解
し
て
も
ら
う
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
後
も
、
企
業
の
考
え
方
と
行
動
を
内

外
の
社
会
に
発
信
し
、
同
時
に
企
業
に
対

す
る
内
外
の
声
を
受
信
し
て
経
済
界
へ
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

社
会
広
聴
活
動
の
取
り
組
み
内
容
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
る
の
？

■
　

活
動
の
全
体
像
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
で
情
報
発
信

社
会
広
聴
活
動
は
、「
社
会
広
聴
ア
ン

ケ
ー
ト
」、「
識
者
と
語
る
論
談
倶
楽
部
」、

「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」
と
大
き
く
3

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
四
半
期
に
一
度

ま
と
め
て
、
活
動
全
体
の
報
告
を
し
て
い

る
の
が
、
い
ま
ご
覧
頂
い
て
い
る
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
通
信
」
で
す
。

■
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
の
配
布
先

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
の
発
行
部
数
は
、7，

0
0
0
部
。
こ
の
配
布
先
の
内
訳
を
見
る

と
・
・
・

全
国
の
社
会
広
聴
会
員
4，
5
5
7
名
、

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
会
員
企
業
約
1，

0
0
0
社
、
全
国
の
マ
ス
コ
ミ
1
9
0
社

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
、
日
本
経

団
連
の
各
種
会
合
や
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー

の
会
議
な
ど
で
配
布
し
、
社
会
広
聴
活
動

の
取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、

社
会
全
体
に
広
聴
活
動
の
情
報
発
信

社
会
広
聴
活
動
を
よ
り
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
活
動
全

体
を
ま
と
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

て
、
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
（
22
ペ
ー

ジ
を
参
照
願
い
ま
す
）。
誰
も
が
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
を
は
じ
め
、
学

生
や
企
業
な
ど
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
頂
き
ま
す
。

■
　

マ
ス
コ
ミ
で
の
取
り
扱
い

「
社
会
広
聴
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
会

員
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
回
答
を
頂
い
た

後
、
分
析
を
行
っ
て
各
マ
ス
コ
ミ
に
リ

リ
ー
ス
し
て
い
ま
す
。
リ
リ
ー
ス
内
容

は
、
新
聞
や
雑
誌
に
適
宜
掲
載
さ
れ
、

社
会
の
声
・
意
見
と
し
て
関
係
方
面
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。（
22
ペ
ー
ジ
を

参
照
願
い
ま
す
）

■
　

会
員
の
生
の
声
を
お
届
け
す
る

「
識
者
と
語
る
論
談
倶
楽
部
」、「
企

業
と
生
活
者
懇
談
会
」
は
、
社
会
広
聴

会
員
の
み
な
さ
ま
と
直
接
お
会
い
し
、

ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
大

変
貴
重
な
機
会
で
す
。
こ
う
し
た
会
合

の
後
に
会
員
の
皆
様
か
ら
「
感
想
票
」

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
質
問
や
疑
問
、

ご
意
見
は
全
て
、
会
員
の
み
な
さ
ま
の

生
の
声
と
し
て
、
開
催
企
業
や
講
師
の

先
生
方
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
今
後

の
活
動
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
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社会広聴活動のホームページがオープンしました！

日頃、会員のみなさまにご協力を頂いている社会
広聴活動のホームページを開設しました。このホー
ムページでは、「アンケート調査」、「識者と語る論
談倶楽部」、「企業と生活者懇談会」といった多方面
に渡る社会広聴活動を取り組み内容ごとに、見やす
く整理して掲載しています。各活動を行った後、最
新の情報に随時更新していきます。
また、「ネットワーク通信」も過去に発行されたも

のに遡って、内容を確認することができます。
これに加え、「eネット会員の申し込み」、「会員情報の
更新」もホームページ上でできるようになりました。

多くの方のアクセスをお待ちしています。 アドレス
http://www.kkc.or.jp/japanese/activity/project/domestic/koucho/index.html

日経産業新聞

2002年2月1日付

産経新聞　　　　　　

2002年10月2日付
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●
情
報
が
入
手
し
に
く
い
と
い
う
声
が
多

く
、
企
業
不
信
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
一
方
、
消
費
者
サ
イ
ド
も
情

報
入
手
の
努
力
を
行
い
、
情
報
発
信
に
熱

心
な
企
業
を
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
だ
。

（
20
歳
代
・
男
性
）

●
女
性
と
男
性
で
企
業
の
見
方
が
違
う
の

は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
男
性
は
経
営
情

報
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
面
に
重
点
を
置

き
、
女
性
は
環
境
や
消
費
者
保
護
等
、
生
活

に
密
着
し
た
視
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。（
30
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
の
発
信
す
る
情
報
が
少
な
い
と
の

コ
メ
ン
ト
が
多
か
っ
た
が
、
逆
に
環
境
報

告
書
な
ど
は
ペ
ー
ジ
数
が
多
す
ぎ
て
読
む

気
が
し
な
い
。
要
点
を
つ
い
て
作
成
し
て

も
ら
い
た
い
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
情
報
が
開
示
さ
れ
る
の
は
良
い
こ

と
だ
が
、
企
業
の
不
正
が
頻
繁
に
報
道
さ

れ
る
昨
今
で
は
、
公
開
さ
れ
て
い
る
内
容

に
対
し
て
の
信
頼
性
が
落
ち
て
い
る
と
思

う
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
自
由
意
見
で
多
く
出
て
い
た
「
企
業
に

と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
な
情
報
も
正
直
に
報
告

す
る
こ
と
を
望
む
」
と
い
う
意
見
に
賛
成

で
す
。
特
に
不
祥
事
を
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
企
業
は
「
お
詫
び
広
告
」
だ
け
で
終
わ

ら
せ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
改
善

す
る
か
ま
で
き
ち
ん
と
説
明
し
て
ほ
し

い
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
性
別
や
世
代
別
で
か
な
り
企
業
活
動
の

レ
ポ
ー
ト
の
利
用
方
法
や
意
識
が
違
う
結

果
が
面
白
い
。
企
業
は
こ
の
よ
う
に
様
々

な
人
々
が
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
で
い
る
こ
と

を
想
定
し
、
適
切
な
情
報
発
信
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
た
。（
30
歳
代
・
男
性
）

●
企
業
の
不
祥
事
が
続
い
て
い
る
の
で
、

消
費
者
は
厳
し
い
目
で
見
て
い
る
と
い
う

感
じ
が
強
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
企
業
の
構

造
が
大
き
く
変
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て

欲
し
い
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
や
公
共
機
関
に
勤
め
て
い
る
人

は
、
こ
う
い
っ
た
レ
ポ
ー
ト(

刊
行
物)

を

目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
般
的(

特
に
主
婦
層)

に
機
会
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
に

も
置
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
は
「
消
費
者
へ
の
正
し
い
情
報
開

示
」
が
行
わ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
不
信

感
が
充
満
し
て
い
る
こ
と
を
良
く
認
識
す

べ
き
で
す
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
企
業
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
の
入
手
源
が
新

聞
83
・
7
％
と
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
の
に
驚

き
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
情
報
化
社
会
が
進

み
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
源
が
あ
る
が
、
毎
日

定
期
的
に
入
る
情
報
の
強
み
か
と
改
め
て

思
っ
た
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
に
と
っ
て
の
マ
イ
ナ
ス
情
報
を
、

消
費
者
に
対
し
て
ど
れ
ほ
ど
分
か
り
や
す

く
発
信
し
て
い
く
か
が
、
最
重
要
課
題
と

な
る
。
社
内
の
広
報
活
動
の
み
な
ら
ず
、

一
般
に
公
開
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識

し
た
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
こ
こ
1
〜
2
年
の
間
に
ブ
ラ
ン
ド
の
信

用
を
落
と
し
、
会
社
が
な
く
な
っ
た
例
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
悪
い
情
報
ほ
ど

オ
ー
プ
ン
に
」
の
意
識
が
企
業
に
な
け
れ

ば
、
会
社
と
し
て
の
存
続
も
難
し
い
時
代

に
な
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
テ
レ
ビ
は
勝
手
に
都
合
の
良
い
よ
う
に

編
集
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

自
分
の
判
断
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
側
も
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を

行
う
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
受

「
企
業
活
動
の
レ
ポ
ー
ト
」
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

『ネットワーク通信NO.14秋号』を読んで『ネットワーク通信NO.14秋号』を読んで

「
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
藤
原
編
集
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
に
つ
い
て

「社会広聴会員」からのご意見・ご感想

●
定
年
に
な
っ
て
、
日
常
の
買
物
に
妻
と

行
く
よ
う
に
な
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
車

で
ス
ー
パ
ー
の
回
収
箱
に
持
っ
て
い
く
の

が
私
の
役
目
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ラ

ベ
ル
も
私
が
は
が
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ

プ
を
分
別
す
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」
に
つ
い
て

●
3
社
と
も
食
品
会
社
で
興
味
深
か
っ

た
。
特
に
森
永
乳
業
が
以
前
の
ヒ
素
ミ
ル

ク
事
件
に
触
れ
て
い
て
、
あ
え
て
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て

い
た
こ
と
に
驚
い
た
。
事
件
を
反
省
し
、

仕
事
に
対
し
て
誠
意
あ
る
取
り
組
み
を
し

て
い
る
と
感
じ
た
。

（
20
歳
代
・
男
性
）

●
新
聞
や
テ
レ
ビ
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
企

業
の
信
念
や
姿
勢
が
わ
か
り
、
非
常
に
興

味
深
か
っ
た
。
特
に
出
席
者
と
の
懇
談
に
よ

っ
て
、一
方
的
な
企
業
の
言
い
分
で
は
な
く
、

実
際
に
話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
企
業
の
印
象
ま
で
も
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

た
だ
、
そ
の
感
想
が
肯
定
的
な
も
の
ば
か

り
だ
っ
た
の
が
気
に
な
る
。
批
判
は
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
の
か
。
（
20
歳
代
・
女
性
）

●
参
加
者
の
質
問
の
中
に
は
、
自
分
で
調

取
る
側
も
メ
デ
ィ
ア
の
「
あ
お
り
」
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
情
報
を
き
ち
ん
と

自
分
で
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
大
変
お
も
し
ろ
く
、
か
つ
な
る
ほ
ど
と

思
い
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。
企
業
に
属
す

る
一
人
と
し
て
、
自
社
の
広
報
の
あ
り
方

に
も
常
々
不
満
を
感
じ
て
い
ま
す
。
広
報

活
動
は
、
商
品
の
み
に
あ
ら
ず
、
企
業
の

ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
も
広
く
一
般
に
知
ら

し
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
点
で
も
日
本
は
遅
れ
て
い
ま
す
ね
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
日
本
の
社
会
は
官
・
民
と
も
に
広
報
あ

っ
て
広
聴
な
し
。
一
方
通
行
で
あ
る
と
感

じ
る
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
現
役
時
代
広
報
マ
ン
と
し
て
苦
し
い
思

い
を
し
た
の
は
経
営
が
「
出
し
た
い
」
と

思
う
情
報
と
、
生
活
者
が
「
求
め
て
い
る
」

情
報
が
マ
ッ
チ
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
い

ま
だ
に
変
わ
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
ト
に
関
す
る
印
象
に

つ
い
て
の
話
は
、
常
日
頃
感
じ
て
い
た
。

視
聴
者
も
切
り
取
ら
れ
た
一
場
面
で
全
体

を
推
し
量
っ
て
は
い
け
な
い
と
痛
感
し
ま

す
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
悪
い
情
報
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
に
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
確
か
に
ご
も
っ
と
も
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業
は
オ
ー

プ
ン
に
し
た
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
、
短

時
間
で
明
確
に
な
ら
な
い
限
り
、そ
の
よ
う

な
行
動
を
と
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
現
在
の
よ
う
な
不
況
に
あ
っ
て
は
、
遠

い
将
来
に
結
果
と
し
て
得
を
す
る
と
い
う

考
え
方
は
、
相
当
余
裕
の
あ
る
企
業
で
も

で
き
な
い
の
が
実
情
で
は
。企
業
が
悪
い
情

報
も
オ
ー
プ
ン
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う

な
制
度
や
、
法
律
な
ど
の
整
備
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
40
歳
代
・
男
性
）

「
識
者
と
語
る
論
談
倶
楽
部
」
に
つ
い
て

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
に
出

し
ま
す
が
、
そ
れ
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
シ

ャ
ツ
な
ど
を
目
に
す
る
こ
と
は
少
な
い
。

も
っ
と
国
を
あ
げ
て
、
私
た
ち
の
ゴ
ミ
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
仕
組
み
を
充
実
さ
せ

て
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
商

品
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
る
と
い
い
な

と
思
っ
た
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
も
値
段
が
高
け
れ

ば
買
わ
な
い
」
と
い
う
の
は
良
く
聞
く
話

で
す
。
文
中
に
あ
っ
た
「
写
ル
ン
で
す
」

は
割
高
だ
と
感
じ
る
が
、
実
際
売
れ
て
い

る
。
要
は
ア
イ
デ
ア
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
日
本
人
に
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
考
え
が

浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
だ
と
思

う
。
子
供
に
は
教
育
を
、
大
人
に
は
広
報

を
し
っ
か
り
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
は
、
誰
に
で
も
わ
か
り

や
す
い
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し

て
ほ
し
い
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
「
日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
中
国
頼
み
」

に
は
驚
く
。
使
用
済
み
の
製
品
処
理
ま
で
、

人
件
費
が
安
い
か
ら
と
い
っ
て
中
国
に
依

存
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
国
内
循
環
が

今
後
の
課
題
だ
と
思
う
。（
40
歳
代
・
女
性
）

●
循
環
型
社
会
と
叫
ば
れ
て
数
年
が
経
つ

が
、
い
ま
だ
に
ゴ
ミ
の
分
別
す
ら
き
ち
ん

と
守
れ
な
い
人
が
多
い
。
ま
ず
消
費
者
の

意
識
改
革
が
急
務
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
私
は
現
在
、
家
電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
中
国
頼

み
の
状
況
で
す
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も

そ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
も
の
で
は
な

く
、
現
に
少
し
ず
つ
体
制
が
崩
れ
て
い
ま

す
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
「
写
ル
ン
で
す
」
ほ
ど
ム
ダ
な
も
の
は

な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
の
反
対
だ
っ

た
と
は
。
消
費
者
参
加
の
循
環
型
社
会
に

賛
成
で
す
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」
に

つ
い
て

「
識
者
と
語
る
論
談
倶
楽
部
」
に

つ
い
て



べ
ら
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
懇
談

会
に
参
加
す
る
の
な
ら
、
ご
自
分
で
勉
強

し
て
か
ら
出
席
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
業
の
ト
ッ
プ
の
方
は
、
こ
の
よ
う
な
懇

談
会
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
企
業
に
と
っ
て
都
合
の
良

い
こ
と
し
か
説
明
し
て
い
な
い
よ
う
な
印

象
を
受
け
る
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
ど
の
会
社
も
表
面
で
は
色
々
良
い
こ
と

を
言
っ
て
い
ま
す
。
問
題
は
品
質
を
維
持

す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
れ
だ
け
維
持
で
き
て

い
る
か
を
監
視
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ

の
辺
の
話
が
あ
れ
ば
も
っ
と
よ
い
と
思
い

ま
す
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
消
費
者
が
一
番
心
配
な
の
は
清
潔
面
と

安
全
面
。
今
回
、
各
企
業
が
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
多
く

の
企
業
で
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
は
ず
だ
が
、
な
ぜ
新
聞
紙
上
を
に
ぎ

わ
す
よ
う
な
不
祥
事
が
次
々
と
起
こ
る
の

の
だ
ろ
う
か
。
市
販
の
乳
業
は
水
で
薄
め

て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
た
。
ま
だ
ま

だ
消
費
者
に
対
す
る
啓
発
の
不
足
を
感
じ

る
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
、
安
全
で
安
心
で

き
る
製
品
を
提
供
し
よ
う
と
努
力
し
て
い

る
姿
を
紹
介
す
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
。

し
か
し
、
読
ん
で
い
て
本
当
に
信
頼
で
き

る
の
か
と
、
生
活
者
は
思
っ
て
し
ま
う
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
最
近
、
一
部
の
経
営

者
の
ウ
ソ
が
発
覚
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

●
こ
の
活
動
は
企
業
と
消
費
者
の
数
少
な

い
接
点
で
あ
る
と
思
う
。
私
は
会
社
員
で
す

が
、
自
分
の
会
社
に
つ
い
て
、
一
般
の
方
が

ど
ん
な
印
象
を
も
っ
て
い
る
か
意
外
と
わ

か
ら
な
い
も
の
で
す
。
（
20
歳
代
・
女
性
）

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
に
登
場
す
る
企
業

は
大
変
見
識
も
高
く
、
論
者
も
何
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
か
を
明
確
に
し
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
か
日
本
の
現
状
は
不
安
定
で
今

後
の
見
通
し
も
暗
い
。
個
人
個
人
の
レ
ベ

ル
で
は
正
し
い
の
に
、
全
体
で
は
お
か
し

く
な
る
と
い
う
不
思
議
さ
が
痛
感
さ
れ
ま

す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
自
己
責
任
と
い
う
認
識
が
広
ま
り
つ
つ

あ
る
こ
の
頃
、
自
分
か
ら
情
報
を
求
め
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
努
力
が
必
要
だ

と
痛
感
し
て
い
る
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
「
企
業
の
ア
ピ
ー
ル
、
わ
が
社
の
宣
伝
」

と
い
う
感
じ
が
多
い
の
で
は
。
ま
た
参
加

者
も
礼
賛
が
多
く
、
お
礼
の
言
葉
ま
で
聞

き
ま
す
。
反
発
や
批
判
で
は
な
く
、
よ
り

よ
い
企
業
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
、
生

活
し
て
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま

言
え
る
よ
う
な
参
加
者
が
良
い
と
思
い
ま

す
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
経
済
大
国
と
言
わ
れ
た
日
本
。
こ
れ
か

ら
世
界
の
中
で
の
評
価
を
ど
の
よ
う
に
維

持
で
き
る
の
か
、
世
界
に
誇
れ
る
も
の
は

何
な
の
か
。
色
々
な
こ
と
を
も
う
一
度
考

え
直
す
時
が
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
藤
原
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
よ
か
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
は
素
人
に
も
わ
か
り

や
す
く
、今
後
の
参
考
に
役
立
つ
と
思
う
。

確
か
に
テ
レ
ビ
、
新
聞
か
ら
情
報
を
得
る

こ
と
が
多
く
、
自
分
自
身
で
情
報
収
集
す

る
こ
と
を
怠
っ
て
い
る
。
大
い
に
反
省
す

る
機
会
を
得
た
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
」は
、日
本
経
団
連
と

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
企
業
1,
0
0
0
社

の
広
報
部
に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。今
回
、

会
員
企
業
の
読
者
の
方
か
ら
も
感
想
が
届

き
ま
し
た
。

●
企
業
と
し
て
発
信
で
き
る
情
報
を
広
報

し
て
も
、
受
け
る
側
の
情
報
に
対
す
る
関

心
事
・
入
手
目
的
な
ど
に
よ
っ
て
、
効
果

に
大
差
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
で
す
。

（
女
性
）

●
お
客
様
が
ど
の
よ
う
な
情
報
を
求
め
て

い
る
か
、
ま
た
、
我
々
が
流
す
情
報
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
て
い
る

か
、
よ
く
理
解
で
き
た
。

（
男
性
）

●
企
業
に
最
も
重
要
な
の
は
利
益
を
上
げ

る
こ
と
だ
が
、
そ
の
た
め
に
一
番
必
要
な

の
は
「
信
頼
」
で
あ
る
こ
と
を
企
業
は
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
（
女
性
）

●
「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」
は
ま
さ
に

生
活
者
と
企
業
を
結
ぶ
橋
渡
し
役
と
い
う

感
じ
。
企
業
は
各
自
の
商
品
な
ど
を
通
じ

て
、
幅
広
い
情
報
を
生
活
者
に
伝
播
し
た

り
、
逆
に
生
活
者
は
企
業
の
説
明
に
よ
っ

て
そ
の
企
業
へ
の
理
解
を
深
め
た
り
と
、

と
て
も
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
。（
男
性
）

●
環
境
に
優
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
品
で
あ
っ

て
も
、
値
段
が
高
い
と
買
わ
な
い
と
い
っ

た
風
潮
が
と
て
も
強
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
一
般
の
お
客
様
の
意
識
を
改
革
す
る

た
め
に
も
、
企
業
と
し
て
、
良
い
製
品
は
、

い
か
に
し
て
作
ら
れ
る
の
か
を
知
っ
て
い

た
だ
く
情
報
提
供
の
機
会
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
女
性
）
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「
社
会
広
聴
活
動
」
に
つ
い
て

「
そ
の
他
ご
意
見
」

ノーベル賞の日本人2名受賞は、久々の明る
いニュースでした。産業の空洞化が指摘され
る昨今、将来への漠然とした不安感を持つ日
本人へ実学をきちんと修めることが、明日へ
の展望を切り開くのだということを改めて気

付かせてくれたように思います。
「物作り」は経済の基礎であることは言うまでもありません。先般、
TOTOの小倉工場を「企業と生活者懇談会」で訪れた際、オート
メーション化されたラインでも、最後は1点1点、社員が心をこめ
て念入りに仕上げの手作業されておられましたが、そこに産業の
原点を見た気がし、感動しました。

立田　邦夫

事

務

局

便

り

「
会
員
企
業
」
の

読
者
か
ら
の
ご
意
見

――産産業業のの今今とと明明日日がが見見ええるる――
「「産産業業デデーータタププララザザ」」「「環環境境情情報報ププララザザ」」ににアアククセセススししててみみてて下下ささいい！！

プレゼント実施中　スクリーンセーバー（全員）と図書券500円分（毎月抽選）

経済広報センターは、産業界について広く一般にご理解いただくため、インターネット上に情報サイト『産
業データプラザ』と『環境情報プラザ』を開設、運営しています。このサイトへは経済広報センターのホーム
ページからアクセスできます（トップページの左下にサイト表示があります）。
この2つのプラザをさらに親しみやすく、役立つサイトにするため、利用者の声をお聞きするアンケートを

実施しておりますので、皆様のご協力をお願いいたします。アンケートにご協力していただいた方には、も
れなく両サイトのキャラクターを使った特製壁紙＆スクリーンセーバーを全員へプレゼント（ダウンロード
配布）いたします。さらに抽選で2つのプラザごとに毎月50名の方に500円分の図書券をお送りいたしますの

で、ご協力をお願いいたします（当選の発表は発送をもってかえさせていただきます）。

●産業データプラザ　http://sangyo.kkc.or.jp/ とは
日本の産業に関わる様々なデータを分野別、種類別に検索できるとても便利なサイトです。また、グラフ

の自動作成機能もあり、データを自由に加工することができます。

バーチャルスペース“プチてくタウン”では、オリジナルアニメーションや産業界から提供されるストリー

ミング・ムービーで、産業を楽しく知ることができます。

●環境情報プラザ　http://kankyo.kkc.or.jp/ とは
企業や団体など産業界の環境問題に対する取り組みを、お伝えするサイトです。インターネット上に公開

されている企業の環境情報は膨大な量になりますが、環境情報プラザでは、そうした情報を“リサイクル”

“環境報告書”といったキーワードを産業ごとに分類しており、目指す業界や各企業のホームページへ簡単に

アクセスできます。

最近読んだ本の中に「情報とは、手元に持っ
ていても意味はなく、それをベストのタイミ
ングで的確なターゲットに、いちばんいい方
法で出して初めて価値がある」という文章が
ありました。不祥事が発生した後の企業の対

応はまさにこの点を欠いたものだと言えます。
四半期に一回発行するネットワーク通信を通して、企業の姿勢と
いう「情報」が社会広聴会員のみなさんに正確に届くことを願っ
てやみません。

山田　俊彦

「百聞は一見に如かず」。私自身、何事も自分
の目で見て、耳で聞くことを大事にしていま
す。そうすることが、物事を正しく理解する
一番の近道だと思っています。
「企業と生活者懇談会」は、会員の皆さまが、

テレビや商品を通してしか知ることのできない企業の活動を、実際
に見て、また、企業の方と話し合っていただく場です。
できるだけ多くの方に、企業の現場を見ていただくために、各地域
での開催を予定しています。ぜひご自分の目でお確かめください。

竹下　寿美男

あけましておめでとうございます。昨年の“企
業観”に関するアンケートでは75％ものご回答
をいただき、ありがとうございます。誌面を借
りて御礼申し上げます。さて、アンケートを実
施するたびにお名前のない回答用紙が数枚あり
ます。消印やご回答のプロフィール等からご回

答者を探しますが、4500名の中からお一人を確定することはなかなかで
きません。せっかくご協力をいただいても、お礼をお送りすることがで
きませんので、回答用紙を封筒にお入れになる前に、ご記入漏れがない
か再度ご確認をお願いいたします。なお、氏名の記入を希望されない方
は、その旨ご記入いただけますと幸甚に存じます。提出期限もお守りく
ださいますよう、あわせてお願いいたします。

岡本　清美
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表紙のことば
世界に比類なき四季の美しさをもつわが国。中でも銀世界に包まれた冬景
色は圧巻です。
しかし近年においては、地球温暖化や生態系の乱れなど、文明に名を借り
た人間のエゴによって自然環境が破壊されつつあります。その結果、日本
の伝統美学であり、雅の自然観であった｢雪月花｣や｢花鳥風月｣も、死語に
なりつつあると思うと、実に悲しいものがあります。
国政や地域行政による環境ビジョンはもちろんのこと、一人ひとりが一段
と環境意識を高め、アクションを起こしていくことが何よりも大切なので
はないでしょうか。
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